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は じ め に

1.目 的

経 営 においてコンピュー タを有効 に利用す るための、 トップ と しての正 しい

認識 と強力 な リーダー シップを採 るこ とので きる手 引書 として要 点 を把握 す る。

2.対 象

(1)経 営 者 、特 に トップ

(2)経 営 者層 に理解 させ る立場 に ある シス テム又は コン ピュー タ部 門の長
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トップの立 場

トップが なすべ き こ と

トップの知 るべ き こ と

経 緯

以上の教材 を作成することを目的 とし、昭和50年 度 日本小型 自動車振興協

会の補助金の交付 を受けて肋 日本情報開発協会教育部 内に次の教育委員会 を
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1.問 題 の 提 起

(1)コ ン ピュー タは活用 され てい るか。

東 京商工 会議 所情 報処理 開発委 員会 コン ピュー タ利用再検 討専 門委 員会 報告

書 「昭和50年 代 の コン ピュー タ利 用 のあ り方」 に よれば 、 コン ピュー タ を導 入

してい る企 業 の経営 者の ほ とん どは 「コン ピュー タの必要性 は認 め てい る もの

の 、その経 済性 に おい てぽ半数 が不 満 を もっ てお り、」さ らに 「経 営者 の4分 の

1が 費用 の効 率 化 の必要性 を強 く指 摘」 して い る。

わが 国 の コ ンピュー タ活用 の歴 史 もよ うや く10数 年 に達 し、 これ までの企 業

を と りま く経済環 境 の量的拡大 の時代 に呼応 し、 コンピュー タの 利用 につ いて

も、 その設 置 台数 の増加 と新 技術の追 求 に関 心が集 中 しが ちで あ った。 そ して

真 に経営 に役 立つ コン ピュー タの活 用方 法 につ いてはやや 関心 が うすか った と

いえ よ う。

最近 の よ うに経 済環境 が高度 成長か ら安 定 成長へ と移行 す るに したが い、に

わか に コン ピュー タの 活用法 と効 用 につ い ての見直 しが さか んに行 われ る よ う

に な った。 しか し経済環境 の量 的拡 大 期 の反動 として、や や もす る とコン ピュ

ー タの本 質 を理 解 しない まま
、「コン ピュー タは経 費ばか りかか って経営 に はあ

ま り役 立 た ない もの」 と短絡 的 な結論づ け を して しまう傾 向 も見 られ る。本 当

に コ ン ピュー タは 経費ば か りかか って経営 とはあ まり役立 た ない機械 なの だ ろ

っか。 また 、 コン ピュー タを もつ と経 営 に役 立 たせ る方法 は ないの で あ ろ うか。

コン ピュー タが あ ま り役立 って いな い とす れば 、 なぜ なのだ ろ うか。 以下 に こ

れ らの 問題 の原 因 とその対策 につ いて種 々の検討 を加 えて行 くこ とに しよ う。

(2)活 用 され て いない事実 とその原 因

わが 国の コン ピュー タの設 置状 況 は 、 台数 に お いてア メ リカに次 ぎ、広 く多

方 向で使 用 され て い るに もかか わ らず 、 なぜ コ ンピュー タの有効性 につ いて 問

題 にな るの で あろ うか 。 あるいは なにが 険路 に な って コン ピュー タの有 効 活用

が され に くいの だ ろ うか。

前掲 の 「昭 和50年 代 の コン ピュー タ利 用 のあ り方 」では 、 コン ピュー タの有
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効 活用 が されに くい事実 と してつ ぎの よ うな指 摘 を して い る。

① コン ピュー タ利用効果 お よび利用 分 野に つ いて不 満 をもつ企 業 経営 者が 全

体 の40%以 上 に達 して いる。

② コン ピュー タ担 当部 門 と他部 門 との 間に 見解 の大 きな くい ちが いが あ る。

た とえば、低 成長経 済下 の企 業経 営 につ い て も、一切 のム ダ と非効 率 の排

除 の ため に積極 的 に コンピュー タの 利用 を図 るべ きであ る という コン ピュ

ー タ部 門の主 張に対 して
、 コン ピュー タ利用 その ものに 多 くの ム ダ と非効

率 が存在 す る とみ る一般 業務 担 当部 門の 見解 が対 立 して い るよ うな事 例 が

少 な くな い。

③ コン ピュー タの有効利用 に不 可 欠 な システ ム ・エ ン ジニ アや 上 級 プ ロ グラ
　 　　

マ は 、各種 調査 に よれば深刻 な不 足がみ られ るが 、一 方 それ らを志 す 人は

む しろ減 少す る傾 向が あ る。企業 内にお い て も、これ らめ 人々 の意欲 の低
く　 ガ

下 が しば しば指 摘 されて い る。

④ 国費 あ るいは公的資金 に よって 、各種 の 汎用 な い し標 準 ソフ トウェアが 開

発 され て い るが、 これ らの 利用 は期待 され たほ ど多 くない。

これ らの指 摘 され た事実 は 、い わば表 面 に現 われ た現象 面か ら認 め られ た も

の で あ り、その事実 は さ らに根本 的 原 因か ら生 じた もの と考 え られ る。 これ ら

の 原 因には一般 にいわれ る 日本独 得 の歴 史的 風土 か ら由来 す る問題 もあ ろ う し、

また問題 点 を認識す れば解 決 で き る もの もあ ろ う。 前掲 の報 告書 では 問題 を生

じて い る原 因 としてつ ぎの3項 目をあ げて い る。

① これ までの コンピュー タ利用 は 「知 識集 約度 の高 い コン ピュー タ産 業 を 日

本 の戦略 的産業 として育 成す るため に」 一貫 して先進 技術 第一 主義 であ っ

た。

② これ までの 日本 の コ ンピュー タ利用 が主 として 「コンピュー タ ・メー カや

計算 セ ンタな どの指導 の も.とに」 情報 処理 手段 提供者 に よって推進 され て

お り、利用側 の主導 に よる もの で はなか った。

③ 日本 の社 会風土 や 日本 にお け る企 業 経営 の特 質に対す る配 慮 が不 足 して い

た。

(注1)通 商産 業 省 「情 報処理 実 態調査 」

(注2)日 本デ ー タ ・プ ロセ シン グ協 会 「コ ン ピュー タ実 務担 当者 の意 識調 査 」
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1番 目の項 目は1企 業 にお け るコン ピュー タ利用 の場 合 「具体 的 な コン ピュ

ー タの必要 性や効 果 の検討 よ りも、す ぐれ た機 器や 技術 の導 入 を急 ぐ」 とい う、

「手段 が 目的に優 先す る誤 り」 と
、 コン ピュー タ運 営部 門 を 「特殊 な技術 部 門」

とは じめ か らみ な して しまい、特殊 な技術部 門の行 うこ とは特殊 な技術 的な も

のなの で、 その部 門の言 うこ とを聞 いて も到底理 解 で きな い もの ときめつ けて

しま う傾 向 を指 摘 した もの であ る。',

コン ピュー タは本 当 に理 解 で きない もの だ ろ うか 。 た とえば 自動車 を利 用す

る場合 を考 えてみ よ う。 自動車 を利用 す る場合 、 どこへ行 くか とい う 目的地が

は っ き りして いて、そ の 目的地へ行 く道順 が まず わか らなけ れば いけ ない。つ

ぎに 、 目的地 に行 く場合 、電車 、バ スな どの代 替手段 との比較 検討 が な され 、

その結果 自動 車が 有利 で ある こ とが 明確 でなけれ ば な らな い。つ ぎに 自動 車 を

運転 す る場 合 、運転 手 と してはア クセル をどの程度 ふめ ば どめ程度 の速度 が で

るか 、あ るいは ブ レー キ を どの程 度 の強 さでふめ ば どんな止 り方 をす るか とい

った知識 が 必要 であ る。 さて、 ここで 自動 車 で 目的地へ行 く場 合 に必要 な知 識

は、電車 、バ スな ど と比較 して 自動車 の持 つ本質 をまず理 解 す る こ と、 あるい

は利用す る立 場 に たった(つ ま り外 か ら見 た)自 動 車 の機 能 を理解 す るこ とで

あ る。 注意す べ きこ とは あ る瞬間 ピス トシが上 にあ るか下 にあ るか とか 熱 力学

や 材料 力学 な どの技術 的知識 は不要 な こ とで あ る。

コン ピュー タの場 合 もその本 質 を理解 す るこ とが重要 であ り、 どこの 回路 に

パル スが流 れ た とか2進 法が ど うとい った知 識 は本質 の理 解 に はそ れほ ど重要

なかか わ り を もつ もの で はな い。,ところが 一般 に コン ピュー タの入 門書 は、・自

動 車 でい った ら熱力学 の話か ら入 るよ うに、2進 法や 技術論 中心 の解 説か ら入

る場合 が 多い。 熱力学 が わか らないか ら自動車 の こ とはすべ て他 人 まかせ にす

る とい う ドライバーが い るだ ろ うか 。 では 、 コン ピュー タの本質 とは一 体何 な

の だろ うか 。 これ らにつ いては 第2章 で くわ し く解 説 す る こ とに しよ う。

つ ぎに・、2番 目の項 目は、手段提供 業者 主導 型の コン ピュー タ利用 の 問題 点

を指摘 した項 目であ る。 同報告 書 は さ らに 「手段 提供者 に とって採算 の とれ る

領 域 のみ に コ ンピュー タ利用が偏 って お り」、また一方 で は利用者 が安 易 に手段

提供者 に依 存す る風潮 をつ くりあげて しまい、「みずか らの内部体 制 整備 の ため

の 自主 的 な努 力が なお ざ りに されが ち」 で あ るこ とを指 摘 してい る。
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なぜ この よ うに なったか の原 因に は、 第1に 経営 者 ・管理 者 が コン ピュー タ

の本 質 をや や もす る と理解 しよ う としなか った点 が あげ られ 、 また第2に と く

に シス テム ・エ ンジニ ア(あ るいは シス テム ・プ ランナ)の 育 成が た ちお くれ

てい るこ とが あげ られ よ う。 また、 シス テム ・エ ンジニ アの役割 につ いて誤解

のあ るこ とも第3に あげ られ る。 システ ム ・エ ン ジニア は上 級 プ ロ グラマ と本

質 的に 異な り、「コンピュー タ技術 よ りも業務 の知識 を前提 と し、経営 におけ る

各種 の問題 を発 見 し、解 決手段 を考 察す る こ とが主 た る任務 」(同報告 書 よ り引

用)で あ る。 システム ・エ ン ジニ ア不 足が コン ピュー タの有効 活用 を阻害 す る

原 因の1つ に なって いる。 では コン ピュー タの導 入 をどの よ うに進 め た らよい

の だろ っか 。 これ らにつ い ては第3章 で くわ し く解 説す る こ とに しよ う。

`

4

(3)対 策 と改善 すべ き方 向

前掲 の報告 書 では、前項 の原 因 を改め るために 、「これか らの コン ピュー タ利

用 には思 い きった発 想の転 換」 が必要 で あ るこ とを指 摘 し、「あ くまで効 用 中心 、

利用者 主導 に徹 す るこ と」 を提案 し、具体 的にはつ ぎの各項 を提 案 して い る。

① コン ピュー タ教育 を刷新 し、 たん な る技術 教育 でな く、仕 事 の仕 組 の理 解 、

ニ ー ズや 問題 の発見 、最 適化 の追究 な どを通 じて、合理 的 な思考 の で きる

よ うな教育 を行 うこ と。

② コ ンピュー タ利用 に おけ る後 進分 野 を育成 し、調 和の とれ た利用 分野 の ひ

ろが りを図 るこ と。

③ コ ンピュー タ利用 に あた って は、大 企業 、中小企 業 とわず基 本 的態度 とし

て利 用者 主導の立場 に立 つべ きで あ る。

④ 情報処 理 手段 提供 者 に過 度 に依 存す るこ とな く、 自主 的に コン ピュー タ利

用計 画 を確 立 し、 また、一般 業務 担 当部 門が積 極 的 に コン ピュー タの活用

を計 るこ と。

⑤ 手段 よ り目的 を優先 させ る態 度 を基 本 とし、技術 的可能性 を中心 とした考

えでは な く、経営 ニー ズを中心 と した考 えにた って コン ピュー タの活 用 を

計 る こ と。

`
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(4)経 営者 の なすべ き具体 的措置

前 項 の実現 の ため に経 営者 は強 力 な リー ダ シ ップを発揮 し、当面 つ ぎの よ う

な具体 的措 置 を とるべ きであ る と前 掲 の報告 書は提案 してい る。

① 全社 的 な コン ピュー タ利用教 育 の実 施 。

② 全社 的 な業務 の再検 討。

③ 業務 改善推 進 者 としての シス テム ・アナ リス トの養成 。

④ コ ン ピュー タ部 門の性 格 と位 置づ けの 明確 化。

第1項 の コン ピュー タ利用教育 の 目的は 、い うまで もな くコ ン ピュー タの本

質 の理 解 に あ る。 コン ピュー タの効 果 的活用 は 、経営者 をは じめ と して関係者

が正 し くコンピュー タ を理 解す るこ とか ら始 まるこ とをい ってい る。 コン ピュ

ー タは むず か しい もの と決めつ け て他 に判 断 を任せ て しま うので は コン ピュー

タ を効 果 的 に使 用 す る こ とはむずか しい。 なぜ な らば 、経 営者 ・管理 者 ・作 業

者 な ど経 営 の階層 の ちが いに よ り経 営 にお け る役割が ちが うので 、 コン ピュー

タ を評価 す る観 点 もちが うか らで あ る。 したが って判断 を他 に任 せ る とい うこ

とは、 自己の属 す る階層 か ら見 た コン ピュー タの評価 をしな い こ とに な るので 、

コ ンピュー タの利 用方法 も偏 っ た もの にな って しまう。 第2項 の全社 的 な業務

の再検 討 とは、 たんに一般 業務 担 当部 門が積極 的 に コンピュー タの活用 を計 る

だけ で は な く、経営 に おけ る各階層 が それ ぞれの役割 を果 す こ とが重 要 であ る

こ とを指 摘 して い るの で ある。

い ま、家 を建 築 す る場合 を例 に とる と、家族 全員が 自分 の希望 を持 ち よ って

経済 的 な制 約 条件 を考 え なが ら、 それ ぞれ の持 つ理想 をどこまで満 足 させ るか

を検討 す るであ ろ う。 この場合 全員 が それ ぞれ の希望 を明確 に もつ こ とが 大切

だが 同時 に それ らの希 望 をま とめ 、優 先 順位 をつ け、 どこまで希 望 を実 現 す る

か を決 定 す る人が い ない と折角 の プ ラ ン も実現 しない。 この決 定す る人の役 割

こそ経営者 の役 割 で あろ う。家族 の希 望 の優 先順位づ けがお わ る と、そ のプ ラ

ンを どの よ うに実現 す るかがつ ぎの問題 であ る。具体 的な実現 方法 につ いて は、

専 門店知 識 をもつ建 築家 の意見 を聞 きなが ら、果 して 自分 達 の もつ プ ラ ンが実

現 で きるのか 、何 か未検 討の ままに なって い る問題 点はな いか を確 め る。 そ し

て何 回か の試行 錯 誤の結 果 、最 終 的 なプ ラ ンが作 られ る。 この場合 の建 築 家 の

役 割が シス テム ・エ ンジニア の役 割 に似 て い る とい えよ う。 ただ建 築 家 は専 門
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的技術 者 と しての システム ・エ ン ジニ ア の役 割 は果 して いるが 、業務 推 進役 と

しての システム ・エ ンジニ アの役割 は、 この例 で は建築 主が 果 して い る。 コン

ピュー タの有効 活用 を計 る場合 、経営 者 の意志 を実現 させ るため の具体 的 な手

段 と手順 を構 築 す る こ とので きるシステ ム ・エ ンジニアが業 務改善 推進 者 とし

て の システム ・エ ン ジニ アで あ り、これ は社 外の コンサ ル タン トや コン ピュー

タ ・メー カの シス テム ・エ ンジニア に頼 れ ない重要 な役割 だ とい え よ う。'つま

り自分 の家 は 自分 が考 え納 得 した もの でな ければ住 み に くいの と同 じであ る。

自社 内 で システム ・エ ン ジニ ア を確保 し養 成 す るのは大変 困難 な こ とであ る。

しか し、い くら人手 不 足だ とい って も、経営 や営業 は他社 に任せ な いであ ろ う。

つ ま りシス テム ・エ ンジニ アの重 要性 を どの程度 に考 えて い るか が問題 であ る。

第3項 は コン ピュー タ部 門の役 割 を どの よ うに考 え るか を問題 に した もので

あ る。 コン ピュー タ部 門の役割 の 第1は デ ー タ処理 機能 であ る。 これ は コンピ

ュー タ部 門に入 力 され るデー タ を、 あ らか じめ 定め られ た手順 に したが い処理

して⊃ あ らか じめ定め られ た送 り先 に出 力 を送 りとどけ る役 割 で ある。 第2の

役 割 はデー タ ・ベ ー ス機 能 であ る。経営 活動 に必要 なデー タ を集 中管理 して情

報 を必要 とす る部 門に いつ で も必要 な情報 を提 供 で きる よ うにデー タを 多角的

に収集 し整理 す る機能 であ る'。第3は 業務 改善 機能 であ る。経営 に関す る業務

(あ るいは事務)を 改善 し、経営の効率化 を計る役割 を果す ことを意味 してい

る。 第4は 経営 ス タ ッフ機能 であ り、経営 者 ・管理 者 の意思決 定 を補 佐 す る役

割 であ る。

コン ピュー タ部 門の理 想像 は第4の 経 営 ス タ ッフ機能 としての役 割 を果す こ

とにあ る。経営 目的(あ るいは経営者 目的)で あ る経営体 の充実 ・発 展 を達 成

し、社 会責 任 を果 しつつ事 業 の成果 を享 受す るため に、 コンピュー タ とい う有

力 な機 械 をつ か って経営 者 ・管 理者 の決 断 の補 佐 をす るこ とこそ コン ピュー タ

部 門の理 想 といえ よ う。 しか し現実 に は コン ピュー タ部 門が 第1の レベ ルの デ

ー タ処 理機 能 しか果 して いない事例 が ほ とん どで あ る。 なぜ 、第1の レベ ル の

機能 しか 果 して いな いか につ い ては い ろい ろな原 因が考 え られ る。

まず 、 日本 の経営 体 にお け る経営 の実態 に は前近代 的な生業 家業 的要 素が残

津 と して存在 し、稟 議制 度 で代 表 され る独 得 の手 続手法 に よ り経営体 が 運営 さ
　 い

れている点が指摘 され よう。第2に 欧米企業 と比較 して意思決定における数値
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⑱

的情 報(つ ま りコン ピュー タ的情報)の 重 要性 が ひ くい こ とで あ る。つ ま り他

企業 との取 引関係 を見 て も企 業 間の伝 統 的関係 、資本系列 、経 営者 の 出身校 な

どさ ま ざまな観 点か ら意 思決 定が行 われて い るか らコ ンピュー タの活用 範 囲が

欧米 に比 較 してせ まい こ とに も原 因が あ ろ う。

この よ うに コ ン ピュー タ部 門が デー タ処 理機 能 しか果 してい ない こ とか らさ

ま ざまな問題 が生 じてい る。 た とえば現 実 にはデ ー タ処理 機能 しか 果 しえな い

コン ピュー タ部 門が 、経 営 の本 質 を理 解 しない まま、経営体 全体 の観 点 よ りも

自部 門 の立場 に た った主 観 的な判 断に よ りコン ピュー タ利用 を進 め て い る事例

もその一 つ で あ る。 また逆 に この よ うな機 能 しか持 ち得 な い コン ピュー タ部 門

に対 し他部 門が過 大 な期 待 を した り合 理化 の責 任 を必要 以上 に転 嫁 して しまう

(不 都 合 な こ とは なんで もコ ンピュー タのせ い に して しま う)こ とが なか った

で あ ろ うか。 担 当部 門の合 理 的 な考 え方 は 、や や もす る とその部 門内 では最適

で あ って も経営 体 全体 でみ る と必ず しも最 適 で はな いこ とが 多い。一 般 に経 費

の顕著 な節減 な ど真 の合 理化 は 、(担 当部 門か ら見 ると)「 お よそ科学 的 な らざ
　 　ラ

る判 断に も とつ く トップの命令 に よって実 現 して い る」例 が 多い。 月間 経 費が

500万 円 の コン ピュー タ部 門 といえば現在 では それほ ど大 規模 な もの とは い え

な いで あろ う。 しか し、か りに事 務室 の 費用 に なぞ らえれば東 京都心 で約1000

平 方米 も借 用 で きる金額 で あ る。「いか に太 っ腹 の社長 で も、こん な巨額 の 資本

支 出 をそ う安 々 と決 裁す るか ど うか は疑 問だが 、 コン ピュー タ とな る と社 内の

地 位 と して は は るか に下 部 の組 織 の 決定 が なん とな く上 司 を うこか して しま
　 ヨ　

う。」 これ は正 し くない こ とであ る。 コ ンピュー タ部 門の決定 を 自動 的 に 黙許

す るこ とも、 また、一 部 門に大 きい責 任 を持 たせ るこ とも大 きな誤 りであ る と

い えよ っ。

今 後 の コン ピュー タ部 門の あ り方 は 、い うまで もな く経営 ス タ ッフ機能 を果

す こ とに あ る。 それには 前掲の報告 書 か ら引用 した よ うに、 シス テム ・エ ン ジ

ニ アの養 成や 全社 的業 務再検 討 な ども必要 だが 、 それ と同時 に経 営者 お よび管

理 者 が コン ピュー タの本質 を正確 に理解 す るこ とが大切 であ る。 また コン ピュ

(注1)山 城 章 著 「新 講 経営 学」32～35頁 中央経 済杜(昭 和49年12月25日)

(注2)'ポ ール ・T・ ス ミス著 鶏 沢 昌和 、和 田禎 夫 訳 「近 代 経 営 と電子 計算機 」28～29頁

東 洋経 済新 報 社(昭 和43年2月20日)

(注3)前 掲 書29頁
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一 タ を活用 して どの よ うな手順 に した が って改善 を計 るべ きか につ いて も一 通

りの知 識 を持 つ こ とが望 ま しい。
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2.コ ンピュータ の理解

(1)コ ン ピュー タの特 質

コン ピュー タの動作 原理 を解 説す るのは本書 の 目的 では ない。前章 で 自動 車

を例 に とって熱 力学 よ りもア クセル のふ み具 合 に類す る「外か ら自動 車 を見 た」

知 識 が必要 で あ るこ とを説明 した。 この章 では 「外か らコン ピュー タ を見 た と

きに」 どの よ うな機能 を もってい るか につ いて解 説 を進 め る こ とに しよ う。

コン ピュー タの第1の 機 能 は大量 の情報 を記憶 で きるこ とに あ る(大 容 量記

憶)。た とえば磁気 テー プ(テ ー プ レ コー ダの テー プに似 た もの)に は長 さ1cm

当 り約800文 字 に及ぶ情 報 を記憶 す るこ とが で きる。

ところで 、通常 に手作 業に よる事務 処理 におい ては、 た とえば倉庫 に保 管 さ

れ て いる品物 を出庫指 図票に も とづ き出庫 す る場合 、倉 庫係 は何 月何 日に 、だ

れか らの指 図に よ りどん な品物 を何 箇 、出庫 したか を保 管 台帳 に記 帳す るであ

ろ う。 この よ うな台帳 は 、あ る目的 に関 す る情報 を分類 して記録す る もの で、

一 般 に フ ァイル と呼び
、 ファイルに情 報 を記帳 した りフ ァイルの情報 を取 り出

した りす る処理 の こ とをファイル処理 と呼 ん でい る。

人事 情報 フ ァイル を例 に とろ う。従 業 員 リス トを入社年 月 日順 に フ ァイル を

作 った とし よ う。つ ぎに 出身学校 別 の フ ァイル を作 る必要が生 じた ら、 多分 入

社年 月 日順 の フ ァ イル の 中か ら出身学校 の欄 を1人1人 見 なが ら書 き出す とい

うよ うな作 業 が必要 とな ろ う。一 般 に手作 業 で作 ったフ ァイルは1つ の観 点か

ら整理 され てい るの で他 の観点 か らその フ ァイル を使 お うとす る と大変不 便 な

こ とに な る。 この不便 さをさけ るに は 、種 々 の観 点 にた ったフ ァイル を重 複 し

て作 らなけれ ば な らな くなる。 しか も重複 したフ ァイルの 内容 自体 は順 番が変

って い る程 度 で ほ とん ど同一 の場 合 が 多い。 コン ピュー タの ファイル は1つ の

フ ァイルか ら種 々の観点 に たった情報 の 整理 が で きる とい う長 所が あ る(そ の

理 由 は第2章 で解 説す る)。つ ま り情報 を 多角 的に活用 で きるわけ で あ る。 コン

ピュー タの大容 量 記憶機能 とはたん に物理 的 に大容量 の情報 を記憶 で きる とい

うだ けで な く、 これか ら解 説す る第2、 第3の 機 能 との組 み合 わせ に よ り記 憶

した情報 の 多角 的 活用が はかれ る とい う点に特徴 が あ る。
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コン ピュー タの 第2の 特徴 は 、 きわめ て高速 に計算処 理が で きるこ とであ る
　 　ラ

(高 速演 算)。デー タの加 減乗 除 な どの各種 演算 、デー タの大小 比較 な ど をきわ

め て高速 に実行 で きる機能 で ある。

第3の 特徴 は 、同一 手順 に よ る処 理 を 自動 的 に くり返 して実 行 で きるこ とで

あ る(反 復処 理)。この反復処 理 は 、後 に説 明す る よ うに利用 者が コ ンピュー タ

に覚 え こませ た処理 の手順 に したが い コン ピュー タが 自動 的に動 作す る こ とに

よ り実現 して い る。 た とえば給与 計 算 は同一 の企業 の従業 員 であれ ばすべ て定
　 　　

まった計 算 式 で計算 で きる筈 であ る。 も しプ ロ グラマが その計算 式 を使 ったデ

ー タの処 理 手順 をコン ピュー タに与 えれば 、 コンピュー タは従業 員1人1人 の

残 業時 間や 税金 な ど を与 え られた手順 に したが い順 次 入力 し処理 しその結 果 を

出力す る作 業 を反復 して進 め るこ とが で きる。

コ ンピュー タの特質 を、 その性能 的特 質 か ら整理 す ると、結局 ① 大容 量記憶 、

②高速 演算 、お よび③ 反復 処理 の3点 に要 約す るこ とが で き る。つ ま りコン ピ

ュー タ とは 、この3点 を実現す る こ との で き る事務 機械 で あ る。

●

(2)基 本 機 能

コン ピュー タの3大 特 質 であ る大容 量 記憶 、高速演 算お よび反復 処理 を実 現

す るため に コンピュー タは、つ ぎの5種 類 の機 能 をもって い る。 この5種 類 の

機能 は超小 型 か ら超大 型 まですべ て の コン ピュー タに共通 な機 能 で あ り、 コン

ピュー タの持 つすべ ての機能 は逆 に この5種 類 の機能 の組 み合 わせ に よ り実 現

して い る。

第1の 機 能 は記憶機 能 であ る。 これ はデー タや プ ロ グラマの作 った プ ログ ラ

ム を記憶 す る機能 であ る。第2の 機能 は演算 機能 で あ り、デー タの 演算 、比較 、

判 断 を行 う機 能 であ る。 第3は 制 御機 能 であ り、処理 の手順 に したが い コン ピ

ュー タの動 作 を制御 す る機 能 であ る。 第4は コンピュー タにデ ー タや プ ロ グラ

ム を読 み こむ入 力機 能 、第5は コン ピュー タで処理 した結 果 を コ ンピュー タか

ら出力 す る出力機能 であ る。 これ らの機 能 の うち第1か ら第3ま での機能 は コ

(注1)情 報 、デ ー タ とい う用語 の定義 は 第3章 です る。

(注2)コ ン ピュー タに よ り処理 しよ うとす るデ ー タの処 理 方法 をま とめ て、 コン ピュー タに与 え る命

令 を作 る技術 者 をプ ロ グラマ とい う。

一10一



●

ン ピュー タの特質 に直接 関係 す る重要 な機能 であ る。第4お よび第5の 機能 は

コンピュー タに よる処 理 が電 気 的磁 気 的信号 に よ り行 われ るの で、われ われが

日常 文字や 図表 で表 わ して い る情報 を何 らか の方法 で電気 的磁 気 的信 号 に変換

す る機 能 、 お よび 、 コン ピュー タで処理 した結果 はや は り電気 的磁気 的信号 な

の で 、この ままでは 目や 耳 な どで理 解す るこ とが で きな いか ら、 これ らの電気

的磁 気的信 号 を人 間に理解 で きる形 に変 換す る機能 であ る。 これ らの変換機能

をそれ ぞれ入 力機 能 お よび 出力機能 と呼 ぶ。 また両 者 をあわせ て入 出力機能 と

呼ぶ こ ともあ る。

これ らの5種 類の機 能 の相互 の関 連 を人間 とコ ンピュー タ とを対 比 させ て考

えてみ よ う。 図2-1の 左 は人間 、右 は コンピュー タで あ る。 人間 に よる作業

で は、入力 の伝票(た とえば 出庫伝 票)か ら台帳 の所 定 の項 目を選 び出 し所定

の計算 を しその結 果 を報 告 書 に ま とめて い る。計算処 理 は卓上 計算 器や そ ろば

ん を使 用す るこ と もあ る。 また一 連 の業務処理 手順 は 人間の頭 脳 の 中にあ る。

コン ピュー タの場合 は伝 票 の読 み こみが入力機 能 に当 り、 同様 に卓 上計算機 が

演算機能 に 、台帳 が記憶 機能 に、報告 書作成 が 出力機 能 に 、業務 処理 手順 が制

御機 能 に似 て いる。

図2-1人 間 とコン ピュー タの比 較"

人 に よ る 作 業 コンピュータの機能

伝 票 業務処理手順
(頭 脳)

/
晦 日 制 御 回

卓上計算機
ソロバン

台 帳 演 算 記 憶

,

(3)ハ ー ド ウ エ ア

図2-1に お いて 、伝 票 を見 る眼 、卓上 計算機 を操 作 す る手 、処 理 手順 を覚

えて い る頭脳 な どは 人間が 生 れなが ら備 わって い る器 官 で あ る。 それ に対 して

業務 処理 手順 は実務 知識 であ り、社 員 が実務 を通 じて学 習 した知 識 であ る。生

れなが ら備 わ ってい る器 官 は 眼で見 てふれ る こ との で き る もの で、いわば機器 ・

装 置 であ り、コ ンピュー タの場合 、機 器 ・装 置の こ とをハ ー ドウェア(Hardware)
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と呼 んで いる。学 習 して得 た知 識は 眼 で見 た りふれ た りす る こ とが で きない。

これは コン ピュー タにお け るプ ログ ラム に相 当 し、 ソフ トウ ェア(Software)と

呼 んでい る。

コンピュー タのハ ー ドウ ェアは 、中央処理 演算 装 置、入 出力装 置 、補 助 記憶

装置 な どか ら構成 されて い る。 中央処 理 演算装 置 は記 憶機能 、演 算機 能 お よび

制御機能 を実 現す るため のハー ドウェ アで あ る。入 出力装 置は 入 出力機 能 の た

め の もの であ る。 また補 助 記憶装 置 は大 量の デー タ を記憶 す るため の装 置 で あ

る。つ ま り前 項 で説 明 した コン ピュー タの5大 機 能 を実現 す るため のハ ー ドウ

ェアが これ らの装 置 で あ る。

入力装 置 は入 力情報 を電 気 的な信号 にか えて コン ピュー タに 入力す る機能 を

もってい る。代 表 的 な入 力装置 に は図2-2に 示 す よ うな種 類 の ものが あ る。

パ ンチ ・カー ドは英字 、 カナ 、数 字 な どをあ る約束 に したが って孔 の有無 の組

合 せに よ り表 わ し、 その 孔の有 無 を光 を透 過 させ るな どに よ り電 気 的信号 にか

え るもの であ る。磁 気 テ ー プは磁 性被 膜のつ い たテー プ上 に磁化 の有 無や磁 化

の方 向の ちが いの組合せ な どに よ り記録 され て いる情 報 を電気 的信号 にお きか

え る装 置 であ る。光 学 文 字読取装 置 は文 字 を光 学 的に読 み こんで電 気 信号 にか

え る装 置 であ る。

図2-2入 力 装 置 の 例

装 置 の 種 類 使 用 媒 体 動 作 原 理 特 徴

カ ー ド読 取 装 置

パ ン チ ・カ ー ド

`'1

`

1`

① キー ・パ ンチ ャが カー ドに 孔

をパ ンチす る。

② カー ドを読 ん で孔 の有 無 を電

気信 号 にか える。

③ カー ド1枚 に80文 字。

①手 軽 るに 利用 で きるの で よ

く使 われ る。

② が さが 大 き くな るの で フ ァ

イル として保 存 す るに は不

向で あ る。

紙テープ読取装置

パ ン チ ・ テ ー プ

'
::.::

...'.:

① キー ・パ ンチ ャが 紙テ ー プに

孔 をパ ンチ す る。

② テ ープ を読 ん で孔 の有 無 を電

気信 号 にか える。

①装 置 が比較 的安 価 で手軽 る

のため 小 型 コ ン ピュー タで

よ く使 わ れ る。

② 大量 にな る と取 扱 いが わず

らわ しい 。

磁気 テー プ装置

磁 気 テー プ

4
① 磁気 被 膜 に磁化 の 状態 の組 合

せ で記 憶す る。

② 長 さ1cm当 り約800文 字程 度

の 情報 を記 憶 で き る。

① 大量 に記憶 で き る。

②安 価 で あ る。

③ 取 り扱 いが比較的簡単 である。

④ く り返 し使 用 で きる。

光学文字読取装置

文 字 、記 号

口
①媒 体に光 をあてると文字の とこ

ろ は反射 しないので、文 字 のパ

ター ンを読み とるこ とがで きる。

② 記号(コー ド)をつかうこともある。

① 目に 見 え る文 字 が その まま

読み とれ るの で都合 が よ い。

② まだ割 高 で あ る。

タ イ プ ラ イ タ
文 字 、記 号 ① 通 常の タイ プラ イ タ と同様 に

キー ・ボー ドをお して 入力す る。
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●

中央処理演算装置は、入力装置を経由 して入力されたプログラム を記憶装置
く　　

に記 憶 し、 そのプ ロ グラム を構 成す る命令(も ちろん電 気信号 の組み合 わせ)

を1つ ず つ取 り出 して演算装 置 に よ り順次処理 し、演算 結果 を記 憶装 置に もど

し、 さ らに 出力装 置 に送 る機能 を もって い る。 これ らの機能 の 原理 に これ以 上

深 く立 ち入 る必要 は な いが 、若 干 の補 足説 明 をして お こ う。

コン ピュー タの演算 方 法 は 日常 われ われが使用 す る10進 数 とは こ とな り、2

進数 を使 用 してい る。10進 数 は0か ら9ま での数 が続 き10で1桁 あが り2桁 の

数 とな る。2進 数 では0と1し か数 字が ない。 したが って2を 表 わす に は1桁

あげて10と しなけれ ば な らない。 同様 に10進 数 の3は2進 数 で11に な る。 なぜ

コン ピュー タでは こん な馬鹿 げ た数 の表現 をす るの であ ろ うか 。 その唯一 の理

由は0と1の2つ の数 字 ですべ て の数 が表現 で きるか らであ る。2つ の数 字 は

2つ の状 態 の組合 せ 、 た とえば 「電 流が"流 れ た""流 れ ない"」 とか 「磁 化xxさ

れて い る""さ れて いな い"」 とい った物 理 的 な状態 に たや す くお きか え られ る

か らであ る。パ ンチ ・カー ドの孔 の有無 か ら電流が 流れ た流れ な いの組合せ で

読 み とって い るこ とを思 いだせ ば2進 数 を利用す る理 由 が容易 に うなず け よ う。

蛇足 なが ら2進 数 の計算例 を図2-3に あげてお こ う。

図2-32進 数 の 概 念

(10進 数)

○
/|

2

3

4

5

6

7

8

9

り○

(2進 数)

○
/|

/0

り/

/00

イ○ り

イイ0

/り/

/000

100/

イ○ り○

(加算の例)

り0進法2進 法

2/0

十)3十)//

5 り○ り

コンピュー タの持 つ 比較機 能(あ るいは判 断機 能)は 比較 しよ う とす る2つ

の数 の減算 に よ り、 その差 が正 、0、 または負の何れ に な るか を判別 す る回路

(注)プ ログ ラムは命 令の 集 りで ある(ソ フ トウ ェアの項 参照)。
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をコン ピュー タに組 み こむ こ とに よ り実 現 して い る。 この比較 は 、たん に数 値

だけ でな く、た とえば従 業 員 を性別 に分類 したい ときに 男子 は"1"、 女 子 は"o"

とい うように約 束 してデ ー タ を作れ ば大 小比 較 に よ り男女 の分 類の よ うに数 値

デー タ以 外の情 報 の分 類 もで きるこ とに な る。

中央処理 演算 の もつ も う1つ の重要 な機能 が制 御機能 であ る。制御 機能 を受

け もつ制御装 置は 中央処理 演 算装置 の一 部 だが 、 いわば貨物 の操車場 にあ る 多

くの転轍器 の よ うな動 きを もつ装 置であ る。 あ る線 路に貨 車 を転送 したい とき

にはその線路 に導 びけ る よ うに沢 山の転 轍器 を左右 に操作 す るであ ろ う。 コン

ピュー タの場合 は転轍 器 が ス イ ッチの集 団に な ってい る と考 えれば良 い。 た と

えばカー ド読取 装 置 を動 作 させ たか った ら、 その装 置の モー タや光 電管 な どに

通 じる沢 山の ス イ ッチ をオ ンにす れば よい。 いつ どこの ス イ ッチ をオンにす る

か は記憶装 置 に読 み こん だプ ロ グラム に従 えば よい。 だか らプ ログラム はス イ

ッチのオ ン ・オフ を指 図す る もの といえ る。 オ ン を"1"オ フ を"0"と すれ ば 、

この指 図は0と1の 組合 わせ 、す なわ ち2進 数 で表 現 で きる。つ ま りプ ロ グラ

ムは結局0と1の 組み合 わせ で構 成 され て い るこ とに な る。 コンピュー タの ス

イッチは 、われ われが 日常 見か け るよ うな機械 的 な スイ ッチでは な く、機械 的

には可動 部分 の な い電子 ス イ ッチ であ る。 したが ってス イ ッチ といって も半導
　 ラ

体 、IC、LSIな どで作 られ た電子 回路 であ る。

記憶装置 は プ ロ グラムや デー タを'o"、"1"の2進 数 にか えて 、電 圧 が加 わ

った加 わ らな い とか 、磁 化 され たされ な いな どの組合せ に よって保存 す る装 置

で ある。記憶 装 置 には 中央処理 演算装 置の一 部 と して、主 としてプ ログラム を

記憶す る主 記憶装 置 と、主 としてデー タ ・フ ァイル を記憶 す る補助 記憶装 置 と

が ある。 それ らの代表 的 な もの を図2-4に 示 した 。

主記憶装 置 には コア ・メモ リが良 く使 われ るが これは磁性 体 で作 った小 さな

ビー ズの よ うな輪 の中 に導線 を通 してあみ あ げた もの であ る。 そのため ど うし

て も高価 とな って しまい 、 しか も物理 的容積(が さ)の 大 きい割 には情報 の記憶

容量は小 さ くて大容 量 の装 置は作 りに くい。 その ため に、最近 は急速にIC回 路

が使 われ るよ うにな りつ つ あ る。主 記憶装 置 はなん とい って も高速 に情 報 の読

(注)IC-lntegratedCircuit(集 積 回 路)

LSM-LargeScaleIntegratedGircuit(大 規 模 集 積 回 路)
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図2-4記 憶 装 置 の 例

■

装置の種類 使 用 媒 体 動 作 原 理 特 徴

主 記憶 装置

コ ア ・メ モ リ

▲(

① 磁性 体 で作 られ た ビー ズの よ う

に 小 さい輪磁 化 の方 向 で"0"、
"1"を 表 わす

。

◎ ◎

① 情報 を覚 え こませ た り、 出 し

た りす る時 間が とて も速 い。

.(読み書 き速 度 が高速 であ る)。

②が さが 大 きいの で あ ま り大 容

量 の もの は作れ な い。

③高価 であ る。

Ψ

IC・ メ モ リ ①ICを 使 用 した回路 で0と1に 対

応 す る状態 をつ くり出す。

①読 み書 きが 高速 で あ る。

②が さが そ れほ ど大 き くな い。

③最近 はだ んだ んICメ モ リに な

りつつ あ る。

補助記憶装置

磁 気 ドラ ム

読み書き
〆ヘッド

石ll恒

① 磁性 材 料 を塗 った ドラム を回転

させ る。

② 読 み書 きヘ ッ ドで 、情報 の読 み

書 きを行 う。

①補助 記 憶装 置 としては 、高 速

であ る(主 記憶装 置 に使 う、
コア ・メモ リやICメ モ リよ り

ず っ とお そい)。

②が さが比較 的大 きい。

磁気 デ ィス ク

違
ヘ ッ ド

① 磁性 材 料 を塗 った 円板 を何枚 も

重 ね て、一 諸 に回転 させ る。

② 読 み書 きヘ ッ ドを うこか して 、

情 報 の読 み書 きを行 う。

①が さは ドラム よ り小 さい 。

② ドラム よ り低速 で あ る。

③ デ ィス クは音楽 レ コー ドの よ

うに と りはず しが で き る もの

があ る。便 利 で ある。

磁 気 テー プ

⑲
① 磁性 材 料 を塗 った テー プ に読 み

書 きす る。

①大 量 のデ ー タを小 さ なが さの

中に ス、れ られ る。

② きわ めて安 価 で ある。

③ テー プの途 中のデー タ を簡 単

に と り出す こ とは むず か しい。

⑱

み 書 きが で きる こ とが大 切 で あ りコン ピュー タの処理 速度 に関係が あ る。一 方

補助 記 憶装 置の記 憶媒体 はデー タを大量 に安 価 に記憶 で きるこ とが 重要 であ る。

出 力装 置 は 、 コン ピュー タの 中央処理 演算装 置 で情報 を処 理 した結果 を、 わ

れわ れに わか る形 になお して 出力す る装 置 で あ り、 それ らの代表 的 な もの を図

2-5に 示 してい る。 ライ ン ・プ リン タは帳 票 の形 で出力す る装 置 であ る。 キ

ャラ クタ ・デ ィス プ レイはブ ラ ウン借上 に情 報 を出力す る装 置 であ る。必要 に

応 じブ ラウ ン借上 の情報 を、 その ま ま紙 に プ リン トす る こ ともで きる。 グ ラフ

ィ ック ・デ ィスプ レイは 図形 の形 で出力す る装 置で設計計 算 な どで良 く使 わ れ

る。XYプ ロ ッタはペ ン書 きのデ ィスプ レイ装 置でや は り設計計 算 な どで使 わ

れ る。 また コン ピュー タ処理 の途 中結 果 を出力 し一時保管 す るため に磁 気 テー

プ な どが使 わ れ、 これ ら も出 力装 置 の一 種 と考 え る場合が ある。

以上 説 明 した各種 の装 置 を組 み合 わせ て構 成 した ものが コン ピュー タあ るい

は コ ンピュー タ ・システ ムで あ る。 図2-6は コンピュー タ ・シス テム の一例

をあげ た もの であ る。各機 器 の組合 せや 、それ らの使用 台数 な どは コン ビュー
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タに よ り処理 しよ うとす る業務 の内容や デー タの量 な どに よ り決め られ る。

"図2-5出 力 装 置 の 例

装 置 の 種 類 使用媒体 動 作 原 理 特 徴

活字と用紙 ①活 字 を ドラム な どに うめ そ の ド ①大量の印刷が可能である。
ラム を 回転 させ 、用紙 の 下 に必 800～1500行/分 程 度 の 速 度 。

ラ イ ン ・プ リン タ 要 な 活字 が来 た ときに 、上か ら ② もっ とも一般 的 に使 わ れ る出
ハ ンマ で た た く と、 リ ボ ン の イ 力装 置で あ る。

ン クが紙 に活 字の 形 につ く。

ブ ラウ ン管 ① ブ ラウ ン管上 に文 字 を うつ し出 ① キー ・ボー ドか らの入 力 も同

キ ャ ラ ク タ ・ す 。 時 にで き るの で、予 約業 務 な

デ ィス プ レイ ②必要に応じてその内容を用紙に どに良 くつか われ る。

プ リ ン トす る 。

グ ラ フ ィ ッ ク ・ ブ ラウ ン管 ブラ ウ ン管 上 に図形 を うつ し出す 。 設計計 算 に良 くつか われ る。

デ ィス プ レイ

ペ ン と用 紙 コ ンピュー タか らの指示 に よ りぺ 設計計 算 に良 くつか われ る。

XYプ ロ ッ タ
≡

ン を うこか して用紙 の上 に図 を書

く。

活字と用紙 通 常 の タイプ ラ イ タの 活字 と同 じ ① オ ペ レー ター が コ ン ピ ュ ー タ

タ イ プ ラ イ タ
もの をコン ピュー タの指 示 で タイ

プす る。

との情報 のや りと りに使 う。

② 簡 易入 出力装 置 として良 くつ

か わ れ る 。

音 声 出 力 装 置 音 音声 で 出力す る。 特 殊 用途 に使用 す る。

磁 気 テ ー プ 磁性被膜 (入力装置の項参照) ①途 中結果 の 出力 に使 用 され る。

図2-6コ ン ピュー タの構 成例

磁気ティスク
装 置

磁気ディス
装 置

磁気ディス
装 置

ヌLアー

装 置

ヌLフー一

装 置

ヌじア ー
装 置

カード読取
装 置

ラン イ ・

プ リン

ラ イ ン ・

プ リ ン
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(3)ソ フ ト ウ ェ ア

ソフ トウ ェアは 人間 でい えば学 習に よって得 た知 識に相 当す る。 ソフ トウェ

ア は具体 的に は各種 の プ ログラムに よ り構 成 され てい る。 これ らのプ ロ グラム

の 中には コン ピュー タ ・メー カか らハ ー ドウェア に付属 して提供 されるもの(基

本 ソフ トウ ェア と呼ぶ)、あ るいは利用者 が 自分 で作 る もの(応 用 ソフ トウ ェア

と呼 んで い る)な どが ある。前者 は コン ピュー タの基本 的動作 を コン トロー ル

す る ソフ トウ ェア(オ ペ レー テ ィン グ ・シス テム と呼 ぶ)や 利用者 な ら誰 で .も

使 用す る共通 的 なプ ロ グラムか ら成 り立 って い る。後者 は利用者 が対象 業務 の

内容 を吟味 しなが ら 自分 で作 らなけ れば な らない ものであ る。

プ ロ グラム はす でに 説明 した よ うに命令 の集 りであ る。命令 は制 御装 置 で解

読 され て制 御装 置 か ら各装 置 に対 して命令通 り動 作す るよ う指令 が 出 され る。

制御装 置 は 、いわ ばス イ ッチ の大 集 団の よ うな もの であ る。 したが って命 令 は

どこの スイ ッチ をオ ンにす るか オ フにす るか とい う形 で与 え られ る。 したが っ

て われわ れの言 葉 にお きか えてみ る と、「オ ンにせ よ」、「オフにせ よ」とい うよ

っな動 詞 とどこの スイ ッチ をオ ンにす るのか とい う情報の 送 り先や格 納場 所 を

示 す番 地 とか ら成 りた ってい る。す なわ ち、命令 は

命 令=動 詞+番 地

とい っこ とにな る。 ただ し、命 令 は前述 の通 りオ ン ・オフの組合せ 、つ ま り"0"

"1"の 組合 せ で作 らなけれ ばな らない
。事 実 ご く初期 の コン ピュー タで はプ ロ

グラマ は0と1を つか ってプ ログラム を組 ん でい た。 したが って 、プ ログ ラマ

はx'OIOOIOな らカー ド ・リー ドを動作 させ よ とい う意 味だ"と い うよ うな01

の組合 せ の持つ 意 味 を沢 山覚 えな い とプ ロ グラム を作 るこ とが で きなか った。

この よ うな01の 組 合 せ の 言葉 を人 間 の 言 語 に対 比 させ て機械 語(Machine

Language)と 呼 ん で いる。

実 は コ ンピュー タで は ご く特殊 な場合 をの ぞ きこの わず らわ しい機械 語が 使

われ るこ とは現 在 では全 くな い。 現在 では た とえば

READCARDATENDGOTOOWARI

とい っよ っに カー ドにパ ンチ して コン ピュー タに読 み こ ませ る と"カ ー ドを1

枚 読 みその カー ドが終 りのカー ドでなければ 次の命 令へ 、 も し終 りな らOWARI

とい う場 所 に あ る命令 を実行 しな さい"と い う動 作 を 自動 的に行 な って くれ る。

一17一



た とえばREADは 英語 で 、読 め"と い う動 詞 で あ る。 コンピュー タは 自動 的に

READを"0""1"の 組合 せ の機械 語 に翻 訳 して しま う。この翻訳機 能 は コ ンピ

ュー タ ・メー カか ら支 給 され る餓 訳 の ため のプ ロ グラム(コ ンパ イラ と呼 ぶ)

に よ り実行 で き る。 したが って コンパ イ ラを使 えば 、利用 者は難解 な機械 語 に

わず らわされ る こ とな く、 自然語 に近 い形 でプ ロ グラム を作 るこ とがで きる。

コンパ イ ラに は実 はい くつ かの種 類が あ る。上 の例 は事務 処理 の業務 の プ ロ

グラム を作 るのに適 したCOBOL(CommonBusinessOrientedLanguage)に よ

るプ ログラムの例 で あ る。 この例 では た った一行 を示 したにす ぎないが一般 の

プ ログラムは この よ うな命令 が数 百個 以 上集 ま って1つ の プロ グラム とな って

お り、 さ らに その よ うな プ ログ ラムが また数10本 集 まって1つ の業務(た とえ

ば 給与計算 業務)に ま とまってい る。 も しプ ロ グラムに誤 りが あ る と、 コン ピ

ュー タは必 ず誤動 作 をす る。 したが ってプ ロ グラム の誤 りは事 前 に十 分 チェ ッ

クして と りの ぞ く必要 が あ る。誤 りを と りの ぞ くこ とをデバ ギ ン グと呼 ん でい

る。

技術計算 用 にはFORTRAN(FormulaTranslator)と よばれ る コンパ イラが

あ る。 た とえば、A+B(C+D)と い う式 を計算 したければ 、単 にA+

B*(C+D)と 入力 してやれ ばFORTRANコ ンパ イ ラが この式 の意 味 を機

械 語 になお して しま うの で便 利 で ある。

コンパ イラにはCOBOL、FORTRANの ほかにALGOL、PL/1な どさ まざ

まな種類 が あ り、それ ぞれ に特徴 が あ るが 、 これ らを逐 次解 説す るこ とは本 書

の 目的 では ないの で省略 す る。

プロ グラマ は正確 なプ ロ グラム を作 るため に 、 まず その論理 的 な展 開 を図2

-7に 示 す よ うなフ ロー ・チ ャー トに表 わ し、論理 的 な誤 りの ない こ とを確 め

てか らプ ロ グラム を記述 す る。 この記述作 業 の こ とを コー デ ィン グ と呼 ん で い

る。 コー デ ィン グがお わ る と、は た して その プ ロ グラムが正確 に動 作す るか ど

うか をコン ピュー タを実 際 に使 ってチ ェ ッ ク し、 さ らに正確 にで きた一 連 の プ

ログ ラム をず っ と通 して コ ンピュー タで実 際 に 流 してみて 、期待 通 りシステ ム

が動作 す るか ど うか を確 認す る。 以上 の よ うな作 業手順 をふ んで、 は じめ て ソ

フ,トウ ェアが 完備 す る こ とにな る。
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図2-7フ ロー ・チ ャー トの例(5)コ ン ピュ ー タ処 理

始 コン ピュー タを諸 業務 に適用 す る場 合

に、 その情 報 の処 理 方式 には さま ざまな

種類 が あ る。 もっ と も利用 の歴 史が古 く、

現在 で も事 務処理 の主流 をなす処 理方 式

はバ ッチ処 理 方 式(BatchProcessing)
アイルを

む であ る
。最近 では経営 計算や技術 計算 を

中心 にTSS処 理(TimeSharingSystem)

が広 く普 及 し、 また情報 が発生 した ら即

時 に処 理 して し ま う リア ル タイ ム処 理

(RealTimeProcessing)の 事 例 も多い。

コン ピュー タ ・セ ン タの入 出力装 置 の一

部 を通信 回線 を介 して遠 隔地か らバ ッチ

処理 を行 う遠 隔バ ッチ処理(RemoteBatch

Processing)も 普 及 しは じめて い る。

まずバ ッチ処 理 を と りあげ よ う。バ ッ

チ とは元 来束(た ば)の 意味 であ る。情報

を束 に して処理 す る とい う意 味に な る。

まえに例 示 した給与計 算 の場合 、社 員Aの 給与 の計算 方法 も社員Bの 計算 方法

も同 じで あ る。 この よ うな場合 、 多 くの社 員の デー タを集 めて一括 して一 気 に

処 理 して しま う方 が能率 が良 い。 したが って 、一 般 にバ ッチ処 理 は他 の処理 方
る

式に比較 して処 理 に要 す る経 費は安 くなるのが普 通 であ る。 しか し、情報 をま

とめ て処理 す るの で、 い ま処 理結 果がほ しい とい って もす ぐこれ を入手す るこ

とは不可能 であ り、定 め られ た処理 サ イ クル(た とえば 月報 、週 報 、 日報 とい

った)を 待 つ以 外 に方法 はな い。

遠 隔バ ッチ処理 は 、た とえば カー ド ・リー ダ とライ ン ・プ リンタ をコン ピュ

ー タ本体か ら遠 隔地 まで通信 回線 を経由 して離 してむす び
、遠 隔地か ら情報 の

入 出力 を行 う処理 方 式 で あ る。入 力デー タ をわ ざわ ざコン ピュー タ ・セ ン タに

持 ち こん だ り、あ るいは 出力情報 をわ ざわ ざコン ピュー タ ・セ ンタか ら運 搬 す

る必要 もな くな る。 また 中央 の コン ピュー タに集 中投資 すれ ば、各所 で複数 の
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コンピュー タを所有 す るよ りも高 性質 な コンピュー タを使 うこ とが で きる とい

う利点が あ るの で、 それだ け企業 全体 の コンピュー タの 投費効率 は向上 す る こ

とに な る。

TSS処 理 は、1台 の コン ピュー タ を多数 の利用者 が共 用す る処 理 方式 の1種

で ある。Aお よびBの2人 が共用 す る場合 を考 えてみ よ う。 コン ピュー タは当

初 の数10ミ リ秒 はAの 仕事 をす る。 も しその期 間内 に仕事 が お わ らなければA

の仕 事 を一 時 中断 し、Bの 仕事 をつ ぎの数10ミ リ秒 の 間行 う。 同様 にその期 間

中にBの 仕事 が おわ らなけ れば 、Bの 仕事 を一 時 中断 し、先 ほ ど中断 した まま

に なってい るAの 仕 事 のつづ きを数10ミ リ秒行 な う。 この よ うな処 理 の仕方 を

くり返 し、 もしAの 仕事 が お わ った らその結果 をAに 伝 え る。Bに つ い て も同

様 であ る。利用 者Aお よびBか ら見 る と、 コンピュー タで処 理 して ほ しい情 報

を入 力す る と数秒 の 間に処理 した結 果が 入手 で きるので 、た とえコ ンピュー タ

がAとBの 仕事 をこ まぎれに処理 して いた として も、 自分 が1台 の コン ピュー

タ を専 有 して い る ように思 え る。 この例 で はAとBの2人 の利 用者が いる場合

を想定 したが 、現実 には数10人 か ら数100人 の利用者 が共 通 の コン ピュー タを

利用 して いる例 が あ る。

リアル タイム処 理 は 、バ ッチ処 理 とは反対 に処 理 すべ き情報 が発生 した らそ

の場 で即 時 に処理 して しま う方 式 で あ る。製 造工業 にお け るプ ロセス ・コン ト

ロー ルや座 席予 約 な どが その例 であ る。特 に通 信 回線 を介 して情報 の発生 源か

ら直接 情報 をコン ビュー タへ 入力 す る リア ル タイム処 理 をオ ンライ ン ・リア ル

タイム処 理(On・lineRealTimeProcessing)と 呼ん で い る。

(6)コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

近年 、通信 回線 が広範 囲 に活用 され るよ うに な り、通信 回線 とコン ピュー タ

を結合 した利 用が 急速 に普 及 しつ つ あ る。通 信 回線の利 用 で、 もっ とも簡単 な

形 式の ものは端 末機 器(タ イプ ライタの よ うな入出力機 器 で通信 回線 を介 して

使用 す る もの)と 端 末機 器 を通信 回線 で むす びデー タのや りと りを行 う方法 で

あ る。つ ぎに使 われ る形 は コン ピュー タ と端 末機 器 を通 信 回線 でむす ぶ方 式 で

あ り、前項 で説 明 したTSS処 理 の例 な どは この方 式 に よる もの で あ る。 さらに

高度 な通信 回線 の利用方 法 として 、複 数 台の コン ピュー タ を相互 に通信 回線 で
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むす び、 コン ピュー タのハー ドウェア、 ソフ トウェアな どの 資源 の共有 と処 理

の効率 化 を計 る もの で あ る。

通 信 回線 には公 衆通 信 回線 と特 定通信 回線 の2種 類が あ り、公衆通信 回線 に

は さらに電 話 回線 と電 信 回線 とがあ る。特 定通信 回線 は コン ピュー タをオ ンラ

イ ンで使 用 す る回線 で あ り、用途 に応 じ種 々の規格 の 回線 が用意 されて い る。

公衆通信 回線 は加 入電 話 または加 入電 信 の交換設備 と利用者 の 間に設 け 、 これ

に コンピュー タ を接 続 して使 用す るもの であ る。端末機 は、 これ らの 回線 に転

換器 と呼ば れ る機 器 を介 してつ なが れ る。 また電話器 の送受 話器 を介 して音声

周波数の範 囲 で デー タを音の組み合 わせ になお して送受 す る音響 結合 器(Accous-

ticCoupler)を 使 用 して 、通常 の電話器 か らコン ピュー タ と情 報 のや りと りを

す る方法 も普 及 しつつ あ る。

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの発達 は、 と くにア メ リカに お いて著 しい。ア

メ リカの計 算 セ ン タ会社 が通信衛 星 を経 由 して 日本 に もその端 末 を うり込 ん で

い る事例 も多 く、 また国 内 では電電 公社 の販売在庫 管理 シス テム(DRESS)や

科学 技術計 算 シス テム(DEMOS)を は じめ として い くつか の計算 セ ンタ会社 が

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに よ るサー ビス を開始 してい る。民 間企業 に おい

て もコン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに よる業務処 理 の事例 が ふ えて いる。

、
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3.シ ステム分析 ・設 計

(1)シ ステ ム と情報の 概 念

最近 は シス テム的思考 とか シス テム化 とい うようなシス テム とい う言葉 を使

った用語 が よ く使 われて い る。 ところが シス テム とい う言葉 の意 味 を改め て考

える と、あ る ときは合 理 的 とい う意味 で あ った り、 また あ る ときは体 系 的 とい

う意 味で あった りして 、そ の概 念はか な らず しも明確 で はな い。 シス テム とい

う言葉 を辞典 に調べ る とasetofthingsorpartsformingawhole;anordered く　
groupoffacts,principles,beliefs,etc;anorderywayofgettingthingsdoneと

い った解訳 が されて いる。

これ らの解 訳 を見 る とシ ステム とは全体 を形づ くる部分 の集 合や 、何 か事 を

なす ときの秩 序 だ った方法 とい った意味 あい を もって い る こ とが わか る。 シス

テム の定義 につ い ては い ろい ろな考 え方 が あ るが 、 こ こではつ ぎの よ うに定義

しよう。「シス テム とは、共 通 の 目的 を もち相 互 に作 用 しあ う、要 素 の集合体 で

あ る。」す なわ ち、共 通の 目的 を持 つ 、相 互 に作用 しあ う、集 合体 であ る、の3

点が システ ムの持 つ特徴 であ る。 したが って一般 に いわ れ るシス テム分析 あ る

いは シス テム設計 とは 、 シス テム を構 成す る要素 を シス テム の 目的に適合 させ

るために どの よ うに組 み合 わせ た らよいか を分析 あ るいは設計 す るこ とで ある。

企業 を例 に とるな らば 、企業 を持 続 させ 充実 ・発展 させ る こ とが 目的 であ り、

その 目的 を実 現 させ るため の手段 の1つ として付加価 値 の高 い製 品 をな るべ く

原価低 減 して社会 に提供 す るこ とが重要 であ る。 その ため には 、企業 内 の営業 、

設計 、製造 、 人事 、経理 とい った企 業 を構成 す る各部 門(す なわ ち企 業 とい う

システム を構 成す る要 素)の 相 互 の関連 性 とそれ ぞれ の機能 の あ り方 を企業 の

目的 に合 致す るよ うに構 成す るには ど うした らよいか を分析 し設計す るこ とが

企業 におけ る経営 シス テム の分析 ・設 計 であ る。 また営業 、設計 、製造 、人事

とい った部 門が システ ム要 素 であ りそれ らを統合 した ものが経 営 シス テム であ

る。

(注)KENKYUSHA'SSIMPLIFIEDENGLISHDICTIONARYよ り
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この例 で営 業 、設計 、製 造 、人事 な どの部 門 を統合す るため に は、 経営 シス

テム の 目的 に関連 ある指 示 、伝 言、文書 な どをあ らか じめ定め られた手 続 ・手

順 に よ り各部 門 に円滑 に伝達 す る こ とが重 要 で あ る。 ここで、 これ らの指示 、

伝 言 、文 書 な ど を一 般 に情報 と呼 ん でい る。 す なわち、「情 報 とは シス テム の 目

的に関連 あ る知 識 で あ る出 ただ しここで い う知 識 には、いわ ゆ るメ ッセー ジや

記号 も含 まれて い る と考 える。 また、 あ らか じめ定め られ た手 続 ・手順 に よ り

情報 を扱 うシス テムが情 報 シス テム であ り、正 確 にいえば 「情報 シス テム とは、

入力 され た情報 の特 性 を、決 め られた手 続 に したが って処理(伝 達 ・貯 蔵 ・変

換)し 、 その結果 を出力す る システム であ る。J

コン ピュー タに よって情報 を処 理 す る システム をEDPシ ステ ム(Electronic

DataProcessingSystem(s))と 一般 に い ってい るが 、この システム は情 報 シス

テムの うちで コン ピュー タに よ り情報 を処 理す る部分 の こ とであ る。 したが っ

て情 報 シス テム即EDPシ ステム では な く、EDPシ ステムは情報 シス テム に 内

包 され るシステム(MinerSystem)で あ る。す なわ ち、情報 シス テム には コン

ピュー タで処理 しな い、あ るいは処理 で きない部分が あ るこ とを認 識す る必要

が あ るが 、 コンピュー タの活用 に よ り情報 システ ムの合理化 を計 る こ とを一般

にEDP化 あ るいは電算 化 、 コン ピュー タ化 と呼 んでい る。

、

② 経営 システムの構造
　 　

経 営 シス テムの考 え方 に は種 々 あ るが 、 た とえば図3-1に 示 す よ うに大 別

して組織機 構(OrganizationStructure).と 情報 システム(InformationSystem)

に大 別 して考 える こ とが で き る。 こ こでい う組 織機構 とは業務 手 続 の こ と、を指

し、企業 で あれば定 款 に定め る企業 目的 ・組織 ・業務 に関す る基 本 規 則 を原点

とした企 業 内の諸手 続の こ とで ある。情報 システム は大別 して2種 類 に わけて

考 え られ、1つ は何 らか の媒 体 に 記 録 さ れ た 情 報 を扱 う文 書 情 報 シ ス テ ム

(DocumentaryInformationSystem)で あ り、他 は媒体 には記録 され な い情報 を

扱 う非文 書情報 システム(Non・documentaryInformationSystem)で あ る。 前者

に は各種報告 書やEDPシ ステムが 含 まれ(磁 気 テー プな ど も一 種 の媒体 と考

(注)日 本電 子工 業振 興協 会 「経 営情 報 シス テム の概 念 の調査 」(昭 和42年3月 発 行)よ り引用 。
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経営システム

図3--1経 営 シ ス テ ム の 構 造

織 機 構

(OrganizatiOnStrUCtUr・e)

(撒 璽 鞍)
艦 盟確 認m)

える)、 後 者 は 口頭 に よ る情報伝 達 が主体 であ る。

情報 シス テム を構築 す る場合 には 、図3-1に 示す 組織機 構 との関連 を考 慮

しなけ れば 片手 落 ち とな る。 またEDPシ ス テム を考 える場 合 も他 の情 報 シス

テム との整合 性 を十分考 えな い と効 率 的 な情報 システム を作 りあげ る こ とはで

きな い。EDPシ ステム は 、前章 で説 明 した コ ンピュー タの持 つ3大 特質(す な

わ ち大容 量 記憶 、高速 演算 お よび反復処 理)を 十分 に活用 した情 報 シス テムで

あ る。 したが って コンピュー タの特質 を活 用 した ところが他 の情 報 シス テム と

違 うだけで本 質 的 に他 の情報 システ ム と異 な る とこ ろは ない。

企業 にお け る情 報 シス テム を特 に経 営 との 関連か ら とらえて経営情報 シス テ

ム(ManagementInformationSystem(s)MIS)と 呼ぶ こ とが ある。経営 シ
く　リ

ステム の定義 ・概 念 な ど もきわめ て 多様 で あ り、やや 混乱 気味 と もい えるが 、

本 書 では 「企 業体 の経 営 シス テムの なか で、 その情報 を処理 す るサ ブ ・シス テ

ム を経営 情報 シス テム」 と呼ぶ こ とに し よ う。経営情 報 シス テムの理 想 は、経

営 の各 階層 に対 して業務 遂行 上 必要 とす る情報 を必要 な ときにいつ で も、 どこ

で も提供 で きる こ とにあ る。 この よ うな理 想 に接 近す るため には どう して も コ

ンピュー タの特質 を活用 しなけ れば な らな くな る。 したが って経営情報 シス テ

ムは コンピュー タの特 質 を活用 した シス テム とい うこ とが で きる。
　 　ラ

図3-2は 経営情報 システムの概念図である。経営者 ・管理者などの必要 に

応 じて適格 な情報 をとり出す非定型サ イクル と、執務者が 日常業務 のために必

(注1)鵜 沢 昌和 著 「経営 に おけ るシス テム再 考 」青 山経 営 論集 第10巻 第1号(1975.6.30)

(注2)働 運 輸 経 済研 究 セ ンター 「運 輸情 報 シス テム ・ガ イ ドブ ッ ク」28～29頁

(昭和51年1月)よ り引用 した。
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し

要 な情報 を定 常 的に取 り出す定 型サ イ クル とか ら構 成 され て い る。非定 型サ イ

クル で扱 う情報 は管理 者 の問題 発見 お よび意思決 定 の ため に必要 とす る もの 、

お よび課 題達 成(問 題解 決)の 責 任 と標準 維持 の責 任 の ため に必要 とす る もの

であ る。定 型サ イ クル で扱 う情報 は 、た とえば給 与計 算 な どの よ うに毎 月定め

られ た 日程 に したが って定常 的 に繰 り返 し処理 され る よ うに 、定常業務 の遂 行

に必要 とす る もの であ る。 第2章 の(5)で と りあげ た コ ン ピュー タ処理 の形 態 を

あて はめて 見 る と、定 型サ イ クル は どちらか とい うとバ ッチ処 理 の比重 が 高 く

コン ピュー タか らの 出力形 式 も定 まった形式 に したが うこ とが 多 い
。非 定型 サ

イ クル はTSS型 や オ ン ライン型の処理 が 多 く、出力形 式 も必 ず しも定 まってい

ない こ とが 多い。
　 　　

図3-2経 営情報システムの構造

経 営 者/執 務 者
、

管 理 者 △

'▽
『

、

、

ス ク ツ フ

A

経 営 情 報 情 報 作 成
社 内 デ ー ク

管 理 情 報 情 報 貯 蔵

く1

く
<

社 外 デ ー ク

実 務 情 報 デ ー ク 貯 蔵

← 一一 非定型サイクル

く=====コ 定型サイクル

、 図3-2に お い て経 営 活動 に必要 な社 内外のデ ー タが まず集 め られ る。社 内

デー タは執 務 者 の 日常 業務 か ら得 られ る もの もあ る し、経営 者 ・管理 者 ・ス タ

に 　　

ッフか ら得 られ る もの もあ ろ う。 これ らの デー タは貯蔵 され 、加 工 され情報 と

して(情 報 作 成)、 貯 蔵 され る。 この情報 作成 ・情 報貯 蔵 お よび デー タ貯蔵 の3

つの機 能 をデー タ処理 システム(DataProcessingSystem(s))と 呼ぶ こ とが あ

(注1)働 運 輸経 済研 究 セ ン ター 「運 輸情報 シス テム ・ガ イ ドブ ック」28頁(昭 和51年1月)

(注2)こ こでい う情 報 は狭 義 の情 報 を指 し、 デー タ をあ る 目的 の ため に加工 ・整理 した もの をい う。
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る。デー タ処理 シス テムは コン ピュー タの持 つ三大 特質 を活用 で きる分 野 が 多

いため広 くコン ピュー タが使 われて い る。 この よ うに して作 られた情報 の一 部

は さ らに必要 に応 じて とり出 され経営 情報 ・管理 情報 あ るい は実務 情報 と して

加工 され て経営者 ・管理 者 あ るい はス タ ッフに提供 され る。 この部分 の機 能 を

インフォメー シ ョン・ハ ン ドリング ・シス テム(lnformationHandlingSystem(s))

と呼ぶ こ とが あ る。 この部 分 はむ しろ人間 にた よ らな い と処理 で きな い部 分 が

多 く、 コンピュー タの活用 範 囲 は限定 され るが 、情報 検 索や い わゆ る経 営科 学

と呼 ばれ る各種 の手 法が今 後 広 く使 われ る よ うにな る分 野 であ る。

(3)シ ス テム開発 の 目的 と手順

システム には共 通 の 目的 が あ るこ とは(1)項 で述 べ た通 りで あ る。 この 目的 と

はあ る設定 した時期 に達 成 しよ うと想定 した具体 的 イ メー ジ をまず持 つ こ とか

らは じまる。 さ らに この具 体 的 イ メー ジ をどの よ うに実現 させ るか とい う手段
　 い

・方策 を考 える こ と、つ ま り目標 を設定 す る こ とが重 要 で あ る。つ ま りシステ

ムの 目的 とは 目標指 向的 な 目的 であ る とい え る。一 度定 め た具 体 的 イ メ ー ジ

(以 下 目標 とい う)は な るべ く変化 しな いこ とが望 ましいが 、現 実 には種 々の

要 因の変化か ら 目標 の微 調 整 を強 い られ る こ とが 多い。 したが って シ ステム 開

発上 注意すべ きこ とは、予 想不能 の 外部 の要 因の変化 に対 して(外 乱 とい う)

いかに能率 良 く追 従 で き るか とい う点 であ る。す なわ ち シス テム全体 の調 節能

力 をなるべ く確 保 しなが ら合理 化 を図 らなけ れば な らない。 その ため に定常状

態だけ を考 えた ら不 必要 な機能 で も、調 節能 力 を もたせ るため に 、わ ざわ ざシ

ス テム内に取 り込 む 必要 が生 ず る(冗 長性 を持 たせ る とい うこ とに な る)。

企業 あ るいは経営体 の責 任 は対 内的 には経 営体 自体 の充実 と発展 に あ り、こ

れが経営 目的 で あ る。 この責 任 を通 じて仕 事 の成 果 をあ げ社 会へ の一種 の責 任
く　 わ

を分 担す るこ とに な る。 したが って 、 まえに述べ た シス テムの共 通 の 目的 とは 、

この場合端 的 に い って付加 価 値 の高 い商 品(製 品お よびサ ー ビス)を な るべ く

原価 を低 減 して社会 へ提 供 す るこ とで あ る。 コンピュー タを活 用 した情 報 シス

(注1)フ ォン ・ベ ル タラ ンフ ィ著 長 野敬/太 田邦 昌訳 「一 般 シ ステム 理論 」72頁

みす ・"書房(1973年7月)

(注2)山 城華 奢 「新 講 経営学 」93頁 中央 経済 社(昭 和49年12月25日)
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テム もこの シス テム の 目的に適合 した もので なければ な らな い。 コン ピュー タ

の有効性 を計 るに は この シス テムの 目的に適 合 させ るため に コ ンピュー タが ど

んな役割 を果 して い るか を具 体 的に把握 し、 その ため に どの程度 の経 費が必要

か を明確 にす るこ とが必要 であ る。

システム 開発 とは企 業 あ るいは経営体 の前述 の 目的 を達 成す るため に経営 シ

ステム を最適 化 す る一 連 の作業 の こ とをい う。 システム開 発 の手順 は、大 別 し

て事 前準備段 階 、 シス テム分析段 階 お よび システム設計 段 階 の3段 階 に分 け て

考 え るこ とが で きる。 それ ぞれの段 階 にお いて、設備(Material)、 要 員(Man)

お よび資金(Money)の いわ ゆ る3Mの 観 点か らシステム開 発 の3段 階 のそれ ぞ

れにお いて コン ピュー タ を中心 とす る諸 設備 や ソフ トウェア 開発に必要 な要 員

の確保 ・教育 、お よび必要 とす る資金 の計画 ・管理 な ど を進 めて行 く。

まず最初 の事 前準備段 階 では 、何 を目標 として システ ム開 発 を進め るか を明

確 にす るこ とが最 も重 要 であ る。すべ ては 「目標 を明確 にす る」 こ とか ら始 ま

るとい って よい。従 来の 日本 的経営 におけ る特 質(第1章 でふれ た)か ら ともす

れば 目標不 明確 な ままつ ぎのス テ ップへ進 んで しま う場 合 が 多か った。本書 の

冒頭 で経営 者の 半数 が コン ピュー タの経済性 に不満 を もって い る とい う報告 を

引用 したが 、 この事 実 は逆 に いえば 目標不 明確 な まま コン ピュー タ を導 入 して

いた こ とを意 味 して いな いだ ろ うか 。

目標 を明確 にす るに は 、 まず何が 問題 なのか を明確 にす る必要が あ る(問 題

の定 義)。つ い で、 どん な尺度 を もって システムの評価 をす るか を明確 に しなけ

れば な らない(評 価 方法 の 設計)。そ うでない とコンピュー タが効率 的で ない と

い って も、何 を尺度 に して評価 してい るか わか らな くな るか らであ る。つ ぎに

目標 を達成 す るた めの具 体 的 イ メー ジをい くつか考 える。 これ らの イメー ジの

こ とを代替 手段 とい って い る(シ ステム の合 成)。これ らの代 替手段 を比較検 討

して それぞれ の長所 ・短 所 を明確 に し(シ ス テム分 析)、代 替 手段 め中か ら 目標

に対 して最適 と思 われ る もの を選択 して(代 替手段 の最適 化)、その代 替手段 を

構 成す るい くつ か の 目標 に対 して資源 をわ りあて る(意 思決 定)。つ いで各 目標

ご とに計画 を達 成 す るため の スケ ジュー ル を決定 す る(実 行 計画)。以上 の よ う

な手順 に したが って シス テム開発 計画の立案(ProgramPlanning)の 段 階 が お
くは 　　

わ る 。
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つ ぎの段 階 はプ ロ ジェ ク トの立案(ProjectPlanning)で あ る。前 段 階 で 明

確 にな った各 目標 を実現 す るため にプ ロジェ ク トをい くつ か設 定す る。 この場

合各 プ ロジェ ク トが解 決 すべ き問題 は何 か(問 題 の定義)。プ ロ ジェ ク トは どん

な尺度 で成功 したか を判 断す るか(評 価 方式 の設計)、遂 行 すべ き課題(Task)

は何 か、プ ロジ ェ ク トの移 行計 画 は何か(シ ステム合 成) 、な ど をつ ぎつ ぎに明

確 に して行 く。

以上 の シス テム開発 計画 の立案 とプ ロ ジェ ク トの立案 の2つ の段 階 が 、先 ほ

ど述べ た シス テム開発 の事 前準備 段 階 に当 る。 わが 国の歴 史的残 津 ともいえ る

数値 情報 の比重 の ひ くい意 思決 定の パ ター ンが その まま コンピュー タ利用 のあ

り方 に も影響 を与 えてい る。 第1章 にお いて経営者 の なすべ き具体 的 措置の 中

に 「全社 的な業務 の再検 討 」 とい う項 目があ る。 これ は システ ム全体(つ ま り

企 業全体 としての)の 目標 を明確 にせ よ とい うの と同義 で あ る。 つ ま り事 前準

備段 階 での開発計 画の立 案 とプ ロジェ ク トの立案 を確 実 に しな さい とい う意味

を もってい る。 そ うす れば システム が稼動 したあ とで経 営者 が コン ピュー タに

不満 を もつ こ とは少 な くな る と思 われ る。

ポール ・T・ ス ミスは経営 者 が主催 す る部長 級 に よるブ レ イ ン ・ス トー ミン
　 　　

グの開催 を提 唱 して い る。 この 際経営 者 は当初 徹底 的 に聞 き役 に まわって 、 ど

んなに もどか し くて もとにか く部 長 級の言 い分 を全 部聞 く。 これ は部長 級の参

画意 識 を もたせ る とい う意味 か ら も、 また以 後の 自発性 を もたせ るため に もき

わめ て重 要 であ る。部 長 に は まえ もって 自分 の部 門で もっ とも緊急に解決 しな

けれ ばな らない と思 われ る事項 を提 出 して もら う。 ブ レイ ン ・ス トー ミングに

先立 ち各部長か ら出 され た 「解 決 すべ き事 項」 を一 覧表 に ま とめ る。 ブ レイン

・ス トー ミン グに よ り部長 級か ら出 された項 目の 中で見 落 して い る重 要項 目が

ないか 、あ るいは各項 目の うち緊急度 の順 序 は ど うな って い るか を検 討す る。

す る とあ る部 門内 では きわめ て重要 に思 われ る事 項 で も全 社 的 な視 野か ら見 る

と(つ ま りシステム全体 の視 野 か ら見 る と)と るに 足 らな い事 であ った り、 あ

るいはその逆 であ る場合 もあ る。 どち らに して も前述 の 「問題 の定義 」 「評 価

(注1)BattelleColumbusLaboratoyのUnifiedSystemTheoryよ1)引 用

(注2)ポ ー ル ・T・ ス ミス 著 鵜 沢 昌和/和 田禎 夫 訳 「近 代 経 営 と電 子 計 算 機 」 東 洋 経 済

(昭 和43年2月20日)20～23頁
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⑨

「●

方 法の設 計」 の ステ ップ を明確 にす るため に有効 な方法 であ る。 この よ うなブ

レイ ン ・ス トー ミングで得 られ た結論 は時 にはあ りきた りす ぎて あ ま り効 果 的

でない こ と もあ る。 この よ うな事 態が予 想 され る ときは時機 をみて 、経営 者 が

勇断 を下 し、強引 に結論 を下 すべ きであ る。 お よそ不合理 に見 え る決 断 が結果

的 に大 きな効 果 をあげ るこ とが あ るこ とは第1章 で説明 した とお りであ る。

つ ぎに一連 の システ ム開発 を何 時 までにだれが責任 を もって推進 す るか をき

め るこ とが重 要 で あ る。 この プ ロモー タ とな る人は、た とえ本 人が 多1亡であ っ

て も社 内の 第一 級の 人 を選 ぶ こ とが大切 であ る。仕事 は 多忙 な人 に依 頼 す れば

成功 す る とい うの も事 実 だか らで あ る。 なぜ な ら多忙 な 人は 多 くの仕 事 をこ な

す能 力 と関係 者 を上 手 に使 う能 力 を備 えて い るこ とが 多いか らで あ る。

事 前準備 段 階のつ ぎは シス テム分析 の段 階 であ る。 コン ピュー タ を使 用す る

EDPシ ス テム を念頭 に 入れ て この段 階 で の作業 を眺め てみ よ う。 まず 、EDP

化すべ き業務 の範 囲 を明確 に しなければ な らない。 この範 囲の なか で現状 では

どの よ うな情報 が どん な部 門に どの よ うな手段 に よ り流 れて いるか を詳細 に調

査 す る。 この調査 は帳 票類 の 流れ を追 った り関係部 門 と面接 した りして行 う。

その結果 を も とに現行 シス テムの どこを どの よ うに改善 した らよいか を考 えて

改 良 シス テムの シス テム基 本 設計 をも とに して 、 もしシステム を改善 しよ う と

す れば 、 どの程 度 の コン ピュー タを使 う必要 が あるか 、必要 な要 員 は どの よ う

か 、 それ らに要 す る初度 経 費 お よび経常 経費 は どの程度 と予 想 され るか 、 コン

ピュー タは買 い取 りにす るか 、あ るいは 、 日本 電 子 計算機 株式会 社(JECC)

か らの レ ンタルにす るか 、な ど さま ざまな事 項 につ いて調 査 ・検 討 を進 め る。

シス テム設計段 階 で は 、改善 しよ うとす る情報 システムにお け る情 報 の処理

をどの よ うにす るか とい う処理 方 式の決定 、情報 の流れ の設計 、プ ロ グ ラム 開

発 、 コン ピュー タな どの 導 入に ともな うコン ピュー タ室 の確 保 、電 源工 事 、空

調工 事 の実施 、 コン ピュー タ運 営組 織の決 定 、関連部 門教育 な どが主要 ア クシ

ョン ・ア イテム であ る。

以上 の システム 開発 の過 程 と主要 ア クシ ョン ・アイテム を一 覧表 に ま とめ る

と図3-3の 通 りとな る。
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図3-3シ ステ ム開発 の過程 と主 要 ア クシ ョン ・ア イテム

対象

段階

シ ス テ ム お よ び

設 備(Material)
要 員(Man) 資 金(M・ney)

① 目標の明確化 ①開発責任者の決定 一①所要経費の予測

②基本構想のまとめ ②要員の確保(核 と ②資金計画の立案

事 前 準 備
③対象業務 の範囲決定

④システムの効果見通 し

な る 人)

③ プ ロ ジ ェ ク ト ・チ
一 ムの発 足

④要員の教育

①対象業務の現状分析 ①要員の確保(プ ロ ① コンピュー タ導 入

②システム基本設計 グラマな ど) 形態の決定

③システム運営基本設計 ②要員の教育 (レ ン タ ル ・買 取

シ ス テ ム 分 析 ④ コン ピュー タの規模決 り)

定
⑤ コンピュー タ室設備計

画

①情報の処理方式の決定 ①職能、運営組織の ①初度経費支払

シ ス テ ム 設 計
②情報の流れの設計

③プログラム作成

決定
②関連部門教育

②経常経費見積 りと

予算管理体制

④設備工事

,

▲

(4)開 発 体 制

システム開発 が成功 す るか ど うガ・に最 も影 響 のあ るのが 開発 に たず さわ る人

材 とその体 制 で ある。 あ る コン ピュー タ ・メー カの シス テム ・エ ン ジニア の体

験 に よる と、「システム 開発 担 当部 門の長 に良 い人材 が配 置 され た場合 に は シス

テム 開発 はほ とん ど間違 い な しに成功 す るが 、 そ うでな い場合 はい くら周 囲か

ら支援 して も失敗 して し ま うこ とが 多い」 とい う。す で に説明 した よ っに 、わ

れわれ の扱 うシステ ムの 目的は 目標 指 向性 をもつ もので あ る。 す なわち達 成す

べ き未 来像 の具体 的 イ メー ジを持 ち、人的 ・資金 的 ・技術 的 な制 約条件 の も と

で、 それ を実現 す るため の具 体 的 な方 向 を見 出 し、 さ らに関連 部 門のそれ ぞれ

に その実現 のため に積 極 的役 割 を想定 して行 くこ とが 、 この部 門の長 の役割 で

ある。 この役 割 を果 して こそ コン ピュー タ部 門が業務 改善 機能 や 経営 ス タッフ

機能 を満 足す る こ とにな る。 幕末 に明 治の来 るべ き未 来社会 の あ り方 を具 体 的

イ メー ジ として想定 し、 薩摩 お よび長州 とい う敵対 す る両 落 に未来社会建 設 の

ため の積極 的役割 を与 え た坂 本竜 馬に、 この部 門の長 の理 想像 が あ るよ うに思
　ヨ ラ

え て な ら な い 。

?
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`

●

シス テム開 発 は、その システム に関連 す る各部 門が共 通の価値 基 準の も とに

協 力 して進 め なけ れば な らない。 そのため に その システム に関連 す る部 門か ら

委員 を出 し、い わゆ るプ ロジェ ク ト ・チー ム を編 成 して作業 を進 め るのが普 通

で あ る。 この プ ロ ジェ ク ト ・チー ム は システム 開発 の方針 ・目標 を設定す る役

割 を もつ部 課長 級 に よるチー ム と、実施 を 目的 とす る実務 担 当者 に よるチーム

との2種 類 で構 成す るこ とが 多い。 このチー ム ・リー ダは通常 コン ピュー タ部

門の長 が務 め るこ とに な るが 、 この場合 リー ダが 単 にデー タ処 理工 場 の長 とし

ての役 割 しか認 識 して いな いよ うで は シス テム は手段 提供 者 中心 の シス テムに

な って しま う。 関連部 門 か らの担 当者 は、特 定部 門 内でい くら重要 な問題 で あ

って も、全社 的な立場 に た って見 る とそれ ほ ど重要 でない こ とも多 いの で、 そ

れ をわ き まえず に各部 門 が 自分 の主 張 をゆず らず に そのすべ て を システム に持

ち こむ こ とは さけ なけれ ばな らない。 そ うでな い とその システム は枝葉 末節 の

デー タの 山 を乱造 す る冗長 な もの となって しま う。つ ま り部分 の最適 解 の総 和

が決 して全体 の最 適解 とはな らないか らで あ る。 た とえば各部 門 の要員 の増 員

要求 を全部受 け 入れ る企 業 は人件 費比率 の高騰 で必ず破産 して しま うの と似 て

い る。

システム 開発 の事 前 準備段 階の プ ロジェ ク ト ・チーム はプ ロジェ ク ト ・リー
　 ガ

ダの も とに 出来 れば専任 の シス テム ・エ ンジニア をお くこ とが望 ましい。 その

ほか に前 述 の通 り関連部 門か らの委 員が参 画す る。社 外か らは コンサル タン ト

会社や コン ピュー タ ・メー カか らのスペ シア リス トや インス トラ クタの協 力 を

得 て も良 い。 しか し、 自社 のあ るべ き姿 を本 当に知 って い る人は 自社 の要 員 で

あ り他 社 の要 員 では ない。 コンピュー タの活用 が手段提 供者主 導型 に な らない

ため に も、 あ くまで 自社 の要 員が プ ロジェ ク トの総 括 をなすべ きであ る こ とは

言 っまで もな い。

シス テム分析 ・設計段 階 では システム ・エ ン ジニアの もとにプ ロ グラマ や シ
くは ヨラ

ステム ・アナ リス トな どの専任 者が参 画す るこ とにな る。 この段 階 では特 に こ

れ らの要 員の確 保 とその教 育 が問題 にな る。要 員 は当初 プロ ジェ ク ト ・チー ム

(注1)

(注2)

(注3)

市井三 郎 著 「哲 学 的分析 」13--49頁 岩 波書店(昭 和48年3月20日)

上 級 シス テム ・プ ラ ンナ ともい う。シス テム ・エ ンジニア とプ ランナの定 義 は必ず し も明確 で ない。

主 と して オペ レー テ ィ ング ・シス テム を管理 す る技術 者 。 第2章(3)項 参 照。

一31一



に参 画 して いた人 を配 置転 換 した り、社 外か ら新 規採用 した り、そ の方 法 は さ

ま ざまだが 、現 に活動 して いる企 業 の シス テム を とめ ず に新 システ ムの開発 に

人手 を さか なければ な らな いため極 め て困難 なのが普通 であ る。 この段 階 では

多方 面 にわ た る作業進捗 を手 ぎわ良 く進 め る必要 が あ り、機会 損 失 を最 少 限に

す るこ とを重 点 とした組織 を作 らなけれ ば な らな い。

シス テム開発 には長 い期 間 を必要 とす る。1つ の シス テム を分析 ・設計す る

の に1年 も2年 もの長年 月がか か るのが普 通 であ る。 しか も、 シス テムの もつ

特性 として 、 シス テム を不変 の状 態 の まま持 続 させ るこ とを不 可 能 にす る よう

な内外 の変化(矛 盾)が 必ず 発生 し、 これ らの変化 に追従 す る変化 をシス テム内 、

に よび お こ さなけれ ばな らな くな る。 その変化 が またつ ぎの変化 を起 こす 、 と
　 ラ

い うよ うに た え間 な く変化 す る。 したが って シス テム開発 が完成 した ときには 、

次 に と りあげ るべ き目標 が 目白押 しに並 ん でい る もの と思 わ なけれ ば な らない。

,

▲

(5)シ ス テムの運営

シス テム開発 が完 了 した システ ムは定常 的 に コ ンピュー タ部 門 で運 営 され る。

コ ンピュー タ部 門の運営 組 織 は システ ム ・エ ンジニ アや プ ログ ラマ を中心 とす

る シス テム担 当部 門、 コ ンピュー タの運転 を担 当す るオペ レー タか らなるオペ

レー シ ョン担 当部 門、 コ ンピュー タの作 業負荷 管理 を行 うスケ ジュー ラの部 門 、

コ ンピュー タへ の入 力デー タお よび コ ンピュー タか らの 出力情報 の管 理 を行 う

チェ ッカ部 門、パ ンチ ・カー ドや 紙 テー プ をさん孔す るキー ・パ ンチ ャの部 門

な どか ら成 り立 ってい る。

コン ピュー タ部 門の業務 に は、各 部 門か らの入 力デー タを コン ピュー タ処理

して 出力す る実務 作業 、 プ ロ グラムの 開発作 業 、使用 中の各種 プ ロ グラムの整

理 やハ ー ドウェアの稼動 状 況 をチェ ックす るセ ン タ管理 業務 、ハ ー ドウェア を

定期 的 に保 守す る業務 な どが あ る。 また、 コンピュー タ部 門 には全社 の デー タ

が集 中す るので、 これ らのデー タの管理保 全 には特別 な配 慮が 必要 で あ り、デ

ー タの保 管場所 には特 定 の要 員 以外 は立 入 りで きな いよ うに した り、重要 なデ

ー タは二重 に して保存 し火災 な どの災害 か ら守 る配 慮 も必要 であ る
。機密保 持

(注)0・ ラ ンゲ著 鶴 岡重 成訳 「シ ステ ムの 一般 理 論」7～8頁101～104頁

合 同 出版(1971年1月15日)
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につ いて も配慮 が 必要 であ るこ とはい うまで もない。

シス テム運営 部 門に とって重要 な こ とは、現 在稼動 中の システム が全社 的視

野 に た った とき果 して合理 的 な ものか ど うか を常 に確 かめ るこ とであ る。 その

ため には意 識 的に もこの部 門が単 な るデー タ処 理工場 では な く、経営 改善 の推

進役 であ り経営 ス タ ッフ であ るこ とを 自覚 す る必要 があ る。 そ うで なけれ ば 、

これ まで述べ て来 たシス テム 開発 の進め方 や コン ピュー タの有 効 活用 の話 は全

く無 意味 な もの にな って しま う。 自分 達 こそ経営 システム改善 の プ ロモー タ で

あ る とい う自覚 が な りよ りも大切 であ ろ う。

■

■
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4.コ ンピュータ の有効 利用

(1)日 本 的経営 との調 和

コン ピュー タは い うまで もな く元来 ア メ リカ を頂 点 とす る西 欧 の文化 の 中か

ら生 れ育 った もの であ る。 したが って 日本 人 の心情 、環境 、経営 の仕組 の実 態

を考 慮せ ず に、 たんにア メ リカにお け る成功例 を追 うだけ では真 に役 立つ コン

ピュー タの利 用法 は見 出せ な いで あ ろ う。 た とえばプ ロジ ェ ク ト ・チー ム を編

成す る場 合 で も、バ ックグラウ ン ドとな る 日本 におけ る親分 子分 関係 を考 慮 に

いれ な い と成功 しな いこ とな ど もその例 であ る。図4-1に 示 す よ うに、俳 句

・武士 道 ・三 種 の神 器 な どか ら推 察 され る通 り、元来 日本 は高 度 の精神 主義 的

思考 のパ ター ンを もって いた。 ア メ リカは合 理 主義 に も とつ く物質 主義 であ っ

た ものが 管理 技法 の行 きづ ま りか ら徐 々 に人 間関係や精神 関係 が重 視 され る よ

うに なって来 た。終戦 の 頃、ア メ リカでは オペ レー シ ョン ・リサ ー チな どを中

心 とす る管理 技法 が全盛 で あった ため 、 日本 は精神 主義か ら一 足 とびに管 理 技

法 を導 入 し、つ いでア メ リカが精 神 関係 重視 へ と移 ってい くにつ れ 日本 もア メ

リカ を追従 して今 日に至 ってい る。
　 い

図4-1日 本 とアメ リカの ア プ ローチ比較

(/一 ＼(ア
精
神主

義

①やる気 精

②高蹟 任を 蘭

感ずる能力 係

人

関
係

管

霧
法

初

筆
義

＼ )ソ 日

アメリカ

本

　 　ラ

ところが最近 アベ グレンの 日本 的経 営 の評価 が一般 に知 られ るにつ れ 、 日本

的 経営 の長 所 だけが クロー ズ ・ア ップ されす ぎる傾 向が見 うけ られ る。本 当に

(注1)上 原頴 夫著 「目標管 理 と部下指 導 」40頁 日本実 業 出 版社(昭 和50年9月20日)

(注2)J・C・ アベ グレン著 占部都 美/森 義 昭訳 「日本 の 経営か ら何 を学 ぶか 」 ダ イヤ モ ン ド社

(昭和49年1月24日),
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日本 的経営 は良 い のだ ろ うか 、あ るいは 、 まだ まだ欠点が あ るの だ ろ うか 。 も

し良 けれ ば良 いな りにア メ リカ とは 異な った経営 の仕 組 に なって い るの で コン

ピュー タの使 い方 も異 なって くる筈 であ る。
く　

実 践 経営 学 の 研 究 の す す め 方 は しば しば 「KEA」 で表 現 され て きた。Kは

Knowledgeで 知 識 ・原理 を表 わ し、 これ は万 国共通 の経営 原理 ・原則 であ る。

EはExpericenceで 経 験 ・実際 を表 わす。 これは 日本の経 営 の伝 統 としての票

議 的経営 に代表 され る現 象 として実 際に経験 され る もの で あ る。つ ま りKは 実

践 の原理 として行動 の一 般指 針 で あ り、Eは 実際 の状況 を表 わ してい る。Aは

Abilityく 能 力 ・実 践で あ り、Kと い う知 識 原理 とEと い う実 状 に即 して消 化 し、

こな して行 くこ とであ る。つ ま りKとEが あ って始 め てAと い う実 践が な りた

つ訳 であ る。

この よ うに考 え ると コンピュー タの有効 活用 を論 ず る場 合 も、KとEを 混 同

して十分 消化 しなら ま まAを と り出そ うとして いた きらい のあ る こ とに気 付 く。

もちろんK自 体 も時代 の 流れ と ともに変化 はす るが 、経営 に共通 す る知 識原理

が あ る筈 で あ り、 また反対 に わが 国あ るいは あ る企 業 に独 自のEも あ る筈 であ

る。 これ ら をこち ゃまぜ に してア メ リカの システムは良 い とか 、'やは り日本 の

シス テムは良 い と言 ってみ て も、 その本質 は全 く理 解 され てい ない こ どに な る。

要 す るに何がKで 何がEで あ るか をまず 明確 に し、 そのKとEと か らAを 導 び

き出す態 度 こそ真 に科学 的 な態 度 だ といえ よ う。 これ こそ 日本 的経営 に調 和 し

た コン ピュー タ利 用の方 法 を探 る合理 的 な態度 だ といえ よ う。

⑱ (2)シ ス テム開発 にお け る人間の役 割 、

システム が大形 化す るにつ れ 、 シス テム 内部 に発生す る矛 盾 の早期発 見が む

ずか し くな り、その矛盾 が表 面化 した ときは、 もう遅す ぎて手 の うち よ うが な

くな る傾 向 が あ る。昨今 の公 害問題 な どもその例 であ る。 あ る学 者 の研 究 に よ

る と、化 学工 場 にお け る事故 発生率 を見 る と、終戦 直後 に建 設 され た工 場 よ り

も最近 の オー トメー シ ョン化 した工 場 の方が 多 い現 象が一部 に見 られ る とい う。

元来 シス テム は人間 のため に ある。 したが って、 人間が 自由 に制 御 で き るもの

(注)山 城 章著 「経営 学」21～24頁 中央経 済社(昭 和49年12月25日)
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で なければ な らない。 第1章 で く り返 し主張 した利用者 中心 の コ ンピュー タ利

用 とは、 コン ピュー タ を使 った システ ムが利用 者に よ り自由 に制 御 で きる もの

で なければ な らない とい う意味 で あ る。

本来 システム は人間の制 御す る もの で あ る。だか らも しシス テム 内に矛盾(つ

ま り異常状態)一 上 の例 で は事 故 の原 因一 が発 生 した ら、 人間は ただ ちに その

矛 盾 を発見す るこ とが で き、その対 応策 が案 出 され る筈 で あ る。 ところが 、 シ

ステ ムが定常 な状態 の ときは 、人 間は シス テム ・オペ レー タの役 割 しか 果 して

いな い よ うに見 えて しま う。実 は この とき も人間は システム ・チ ェ ッカの役割

を知 らず知 らず の うちに果 して い るの で ある。システムの合理 化 あ るい はEDP

化 の ときに 、 ともす れば忘 れ て しま うのは システムの成 果 を享 受す る人間 の シ

ステム ・チェ ッカ と しての役割 で あ る。 人間 を単 なるオペ レー タ と考 え システ

ム の定 常 状 態 だけ を想 定 し、定常 状 態 におけ る システム の改善 ない しはEDP

化 を進 め たので は、万一 システム 内に 矛盾が 発生 した場合 、'チェ ッカ不 在 の た

め システム は ます ます混 乱 して しま う恐れが あ る。 システ ムの定常 状 態 で どん

なに合理 化 され て も、異常 時 の原 因追求 の ために従来 の何10倍 に もな る情報 を

シス テム との間 でや りと りしな い と状 況が把握 で きない よ うな シス テム では 、

シス テムは 自滅 して しま う。

経営者 ・管理 者 が十分 留意 しなけれ ば な らな い点 は、 システム と自分 との距

離 を大 き くしな いで、 な るべ く自分 の 手の 内に システム をお くこ とであ る。 そ

れに は定 常状 態 におけ る システム の効 率 化 ばか り追求せ ず シス テム の構 成要 素

と しての人 間の尊厳 を十分 認識 す るこ とが重要 であ る。 これ こそ手段提 供 者主

導 型が な い利 用者 中心の コン ピュー タ利用 の本質 であ る。 その ため には 、 コン

ピュー タ部 門の ミクロな考 え方 で は冗長 に見 える機能 であ って も企業 全体 のマ

クロで見 る と絶対 に必要 な もの もあ り、 また逆 にい くらコン ピュー タ部 門 で必

要 と思 われ る もので あって も、マ クロか ら見 る と、た とえば経済 的観 点か ら見

て実 行不 能 な場 合 もある こ とを認識 しなけ れば な らない。

(3)コ ン ピュー タ部門の役 割

コン ピュー タ部 門は シス テム改善 の推 進役 で なければ な らないが 、現実 には

シス テム改善 の手段 であ った筈 の コン ピュー タが 、時には それ 以上 の改善 を阻
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害す るブ レー キ とな って し ま うこ とが現実 には 多い。 この よ うな事 態 にな る原

因の1つ に技術 的可能性 中心 の考 え方 に よ り判 断 して しま うこ とがあげ られ る。

経営 的ニ ー ズ中心 の判 断 では な く現 在の コンピュー タ ・シス テム で、 そのニー

ズが満 たせ るか ど うか が判 断 の基準 に なって しまうき らいが あ る。

コン ピュー タ部 門 と経 営者 との連携 も重 要 であ り、時 に は トップの リー ダ シ

ップ の も とに、強権 を発 動 しなけれ ば シス テム の改善 が進 まな い こ ともある。

しか し、 いつ で も トップの威 をか る狐 であ って はな らない。 なぜ な らば常 に ト

ップの指示 が なけれ ば シス テムの 改善 の推進 が で きない とい うこ とは コンピュ

ー タ部 門が業務 改善 の推進役 あ るいは経営 ス タッフ と しての役割 を果 して いな

い こ とにな る。

コ ンピュー タ部 門が この よ うな役割 を果す ためには 、第1に この部 門の管理

者 が単 な る技術管理 に終 始せ ず 自か らが経営 の仕組 に通 ず る こ とが重 要 であ る。

その ため に は この部 門 の管理 者 を全社 的視 野で計画 的に育 成 す る必要 が あ る。

それに は営 業 、総務 、経理 とい った関連部 門 とのロー テー シ ョン も必要 であろ

っし、管理 者 自身の 自己啓発 も必要 であろ う。第2に システ ム ・エ ン ジニ ア(ま

たは シス テム1プ ランナ)に 優 秀 な人材 を確保 し教育す る こ とで あ る。 なぜ な

らば シス テム ・エ ンジニ ア こそ経営 シス テム改善 の知 恵袋 だか らで ある。 シス

テム ・エ ン ジニ アの養 成 も基 本 的に は一 貫 した人材育 成 の方 針 に も とつ く、 ロ

ー テー シ ョン と教育 お よび 自己啓 発 に よ り進め られ る
。 システ ム ・エ ンジニア

に特 に要求 され るこ とは 自社 の企業 経営 の仕組 に通 ず る こ とで あ り、 その意 味

で もシステム ・エ ン ジニ アは是 非 と も自社 内で確保 し養 成 すべ きであ ろ う。

シス テムの改善 のため に コ ンピュー タ部 門の果すべ き役 割 は2つ あ る。 第1

は システ ム開発 の進捗 管理 に あた りチェ ック ・ポイン トを正 確 に持 つ こ とであ

る。 これ は機 会損 失 を少 な くす るため に も重要 で ある。 チ ェ ック ・ポイ ン トを

正確 に持 つ とい うこ とは 、 シス テム の内部 をよ く知 る とい うこ とに通 じ、 シス

テム と人間 との 距離 をな るべ く小 さな ものに してお くこ とに も通 じる。 言葉 を

か えれば 、 シス テム内に発 生 す る矛盾 をなるべ く前広 に察 知 して その矛盾へ の

対 応策 をで きるだ け早期 に たてて変 化へ の追従 を柔軟 に進 め よ う とい うこ とで

あ る。 第2は チェ ック ・ポ イン ト自体 をチェ ックす る とい うこ とであ る。 い ま

手 の 内に あ るチ ェ ック ・ポイ ン トにぬけ お ちが ないか ど うか とい うチェ ックで
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あ る。突発事 故 に象徴 され る よ うに事故 はチェ ック ・ポ イン トの 隙間 をぬ って

予 期 しない形 で起 る こ とが 多い。 シス テムが大規模 になれ ば な るほ ど、矛盾 は

潜在化 して しまい表面 に 出 た と きは もう手の うちよ うが ない とい うこ とにな り

か ねな い。 その意味 で もチ ェ ッ ク ・ポイ ン ト自体 をチェ ッ クす る こ とが重 要 な

意 味 を もつ こ とにな る。

(4)経 営情 報 とコン ピュー タ

第3章 で経営 情報 を扱 う経営 情報 システム につ いて少 しふれ た。 そ こで、 こ

こでは コン ピュー タが どの よ うに経営情 報 の中で有効 活用 され るか につ いて考

えてみ るこ とに しよ う。 そ もそ も経営 情報 を必要 とす る 、いわ ゆ る企業 活動 と

は どの よ うな もので あ ろ うか。 そ して経営 活動 と経営 情報 との 間に は どの よっ

な関連が あ るのだ ろ うか。 企業 活動 の理解 の仕方 に はい ろい ろな観 点か らい ろ

い ろな分 類 をす るこ とが で きるが 、 これ をまず 、活動 の レベ ルか ら分 類す る と

経営戦略 を決 定す るレベ ル 、経営 管理 の レベ ルお よび作 業管理 の レベ ルの3つ

の レベ ル に分 類す るこ とが で きる(図4-2)。

図4-2企 業 活動の構 造

,

活 動 の レベル 管 理 階 層 特 徴 コ ン ピュー タの利 用分 野

経 営 者 非定型的意思決定 長 期 計 画

経 営 戦 略
(ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン ト) (企業 の方 向づ け)

1回 限 りの方針 決 定

シ ミュ レ ー シ ョ ン な どO

Rの 手 法

情 報 検 索

管 理 者 定型的意思決定 計画 ・実 績 の分 析

経 営 管 理 (ミ ドル ・マ ネ ジ メ ン ト) (実施 と コン トロール) PERTな どのORの 手法

過去の経験などによる判断 情 報 検 索

現業担当者 作 業 過 程 各種 統計処理

作 業 管 理
(実 績 ・計画 比較)

一般事 務 処理

設計計算、研究開発
機械制御、情報検索

(肋運 輸経 済 研究 セ ン タ 「運 輸情 報 シス テム ・ガイ ドブ ック」102頁 よ り引用)

経営戦 略 の決 定 の レベ ル は経営 者(い わゆ る トップ ・マ ネー ジ メン ト)の 活

動 レベ ル であ り、そ の特 徴 は くり返 しの ない1回 限 りの方針 決定 に類 す る決 定

が 多い こ とで あ り、過 去 の経験 な どで は判 断 で きない新 たな要 因 を考 慮 しなけ

れば な らな い場合 が 多い。 したが って その意思 決定 のパ ター ンは非 定 型的 であ

り、その都 度 異 なったパ ター ンにな って しま うこ とが 多い。 意思 決定 の対象 は

企業 の将 来 に対 して基本 的 な方 向づ け をす るこ とであ り、た とえば新 製 品開発 、
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マー ケ ッテ ィングの方針 設定 、投 資計画 な ど企業戦略 に関連す る事 項が 多い。

この レベ ル におけ る コン ピュー タの活 用 は、 これ らの意 思決 定 に必要 な情 報 を

提 供 す る こ とに あ り、 コ ン ピュー タか らの出力が その まま意 思決 定 に使 われ る

とい うもの では ない。最近 では解析 的 、数 量的 、実験 的 な手 法 を駆使 して 、経

営 の意思 決定 に有効 な基 準 を与 え る技術 と してのオペ レー シ ョン ズ ・リサー チ

(OR)が 、 この レベ ル で も徐 々に使 われ る兆が 見 えて い る。意 思決 定者 が必

要 とす る ときに必要 な情 報 をな るべ く早 く提供 し、 ときには条件 を少 しずつ 変

化 させ て その全体へ の影 響 を検証 しなが ら試行錯 誤 を くり返 す 必要 が ある。 こ

の よ うな場合 ア メ リカの企業 ではTSS端 末 を座 右 に お きオペ レー シ ョンズ ・

リサー チ の諸手法 を駆使 す るのが 当 り前 の こ ととな りつつ あ る。 どの ような理

由が あ るにせ よ(1)項で解 説 したEと しての経 営戦略 のあ り方 に重要 な示唆 が あ

るよ うに思 われ る。

経営 管理 レベ ルは管理 者 に よ り遂行 され る定型的意思 決定 の レベ ル であ る。

この意 思 決定 は課題達 成 または問題解 決 の責 任 を果す ための もの で あ り、過去

のデ ー タや 経験 が意思 決定 の規 範 として使 える特徴 があ る。 また機 能 的に見 る
　 ラ

と計 画 ・実績 の差 異分 析 、PERTな どの計 画管理 を中心 とす るORの 手法が 良

く使 わ れ る。

作 業管 理 レベ ル は現 業 担 当者 の作業過 程 が主体 となる。各種 の統計処 理 、事

務 処理 、設計 計算 、プ ロセ ス ・コン トロー ル な どが この範 囲に 入 る。 国鉄 の座

席予 約業 務 の よ うにオ ン ライ ン ・リアル タイム処理 を主体 とす る ものか ら、給

与計 算 の よ うに 日次バ ッチ処 理 を主体 とす る もの まで コンピュー タの利用 形態

は さ まざ まで あ るが 、基 本 的 には定 形 的統計 的処 理が主体 とな ってい る。

経営 情報 の分類 には 、 これ まで述べ て来 た管理 階層 に よる分類 とは直角 の方

向 とな る部 門別 の分類 が あ る。 図4-3に はその分類別 を示 して い るが、 この

例 で は企業 活動 を営業 、 技術 、資材 、生 産 、人事 、財務 ・経理 、 その他 の8部

門に わけ て考 えて い る。 これ らの 各部 門 の中 では 資材 ・在庫管理 部 門での コン

ピュー タ活用 の歴史が もっ とも古 く各種 統 計的 な手 法 も良 く使 われ てい る。 ま

た 、財務 ・経理 部 門は部 門 の性 格上 、数 値 情報が主体 で あるため 、 ほ とん どす

(注)PERT-ProgramEvaluationandReviewTechniqueの 略
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図4-3各 部 門 とコ ン ピュー タ

部 門 コン ピュー タ処理例 特 徴

製品在庫管理 (1)原始デー タの作成 ・収集 が重要 。

営 業 部 門
売掛金管理
販売統計

②社 内コー ドの完全統一 が必要

(3)スループ ッ トの短縮化

需要予測

技術開発 (1)PERTな ど が 良 くつ か わ れ る 。

技術計算 (2)グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ 、X

設計計算 Yプ ロッタなどが使 われる。

技 術 部 門 技術管理

情報検索
工程管理

自動設計

発注管理 (1)コ ン ピ ュ ー タ化 の 歴 史 が 古 い 。

納期管理 (2)統計的手法が良 く使 われる。

資 材 部 門 部品材料管理
購買管理
資材 ・在庫管理

工程管理 (1)装置工業 で進 んでいる。

生 産 管 理 部 門 品質管理

原価管理

育成計画

人 事 管 理 部 門
人事考課

勤怠管理
給与計算

決算処理 予算管理 (1)ほとん どすべ ての業務が コン ピュ

財務 ・経理 部門 手形管理 一 タ化 の対 象 となる
。

支払処理

その 他 の 部 門 (1)製 品 計 画 、 マ ー ケ ッ テ ィ ン グ な ど。

〆

べ ての業務 をコ ンピュー タ化す るこ とが で きるので コン ピュー タの活用 が さか

んであ る。 技術部 門では グラフ ィ ック ・デ ィス プ レイやXYプ ロ ッタな どの比

較 的新 ら しい端末機 器 の 活用が さか ん であ り、 それに よ り技術 部 門以外 での 各

種デ ィスプ レイ装 置 の活用 も一般 化 しつ つ あ る。

(5)オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ

前項 でオペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ(OR)と い う用 語が使 わ れて い るが 、

これ は経営 科 学(ManagementScience)と か数 量分析 とかいわれ る もの とほぼ

同様 の概 念 を もつ もの で あ る。 これ らは い わゆ る科 学 的 な方法(解 析 的 、数 量

的、実 験 的)と いわれ る もので今 後経 営 にお け る意 思決 定 に思 想的 な影響 を与
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え る もの と思 われ るの で若干 の解 説 を試 み たい。ORの 中 で もっ とも一般 的 な

もの はLP(線 型計画 法)、PERT、 お よび シ ミュ レー シ ョンであ る。

LP(LinearProgramming)は 、ある制約 条件(た とえば要員 数 、資材 な ど)

の も とで、 た とえばA、Bの2種 類 の製 品 を作 る場合 、 それ ぞれの製 品 を1個

作 る ときに必要 な要 員数(工 数)や 資材 の所 要量や 、それ ぞれ1個 当 りの利益

な どか ら、何 を どの割合 で製造 した ら もっ とも利潤が得 られ るか とい った問題

を解 く手法 で ある。 この手法 は石 油業 界の輸 送問題や飼 料 の配 合 問題 な どで活

用 されて い るが条件 の数 の 多 い問題 の解 を求 め るよ うな場 合 に コ ンピュー タの

活用 が今 後 も期 待 され て い る。

PERTは プ ロジェ ク トの作 業手順 計画 をネ ッ トワー ク図に表 示 し、時 間 的な

要素 を中心 と して 、 目標達 成 の ために計画 の評価 ・調整 お よび進捗状 況 をチェ

ックす る手法 で、一種 の ネ ッ トワー ク分析 手法 であ る(図4-4)。

図4--4PERTの 例

10日10日

。C 喧d

70日

図 の矢 印は作 業 を表 わ し、矢 印の下 のa、b、…、」は作 業名 を、 また矢 印の上 は

その作業 の所要 日数 を表 わ して い る。○ 印は各作業 の 因果 関係 を表 わ し、 た と

えばKと い う作 業 はi、j、お よびgの 作業 が完成 しない と作 業 にかか れ ない こ と

を意 味 して いる。 この図 を見 る と一連 の作 業 を進め るの に、 どの作業 が全体 の

作業進 捗 に影響 を与 えて い るか が 明 らか にな る。

シ ミュ レー シ ョン(Simulation)は 対 象 とな る問題 につ い て実 際 の状 況 を模

擬 した モデル(通 常数 学 的 な モデル)を 作 り、 それ に よって現実 の さま ざまな

動 きを把握 す る技法 であ る。 た とえば トラ ックが荷物 の積 降 しの ため に トラ ッ

ク ・ター ミナル に回送 され て くる場 合 の待 ち行列 を考 え るよ うな場 合 、 シ ミュ

レー シ ョン ・モデ ル を使 って車 両 の 台数 、積荷状 況 な どの条件 の もとで積 荷 需

要 、 トラ ック ・ター ミナ ルの スペー ス な どの数値 を変 化 させ て実験 を くり返 し、
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待 ちの状況 の資料 を作 り、
く　

ミュ レー シ ョン で あ る 。

それ ぞれの利益 を検 討す る、 とい うよ うな事 例 が シ

,

〆

∀

↓

(注)運 輸 経 済研 究セ ンター 「運 輸情 報 シス テム ・ガ イ ドブ ック」116～123頁 よ り引用
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5.経 営者 とコ ンピュータ

第1章 の 問題提起 か らは じま り、第2章 で コンピュー タの特質 は大 容量 記憶 、

高速 演算 お よび反復処 理 の3点 で あ るこ とを説 明 した。 コン ピュー タを用 いた

シス テムの分 析 ・設計 の進 め方 につ いて 第3章 で解 説 した。 この シス テム分析

・設計 にお け る コンピュー タの 有効 利 用 を計 るために 、 どの ような点に留 意 し

た らよいか を第4章 で説 明 した。以上 の よ うな前 提に おい て、システ ム開発(あ

るいは合理 化)を 進 め る際 に経営 者 は一体 何 を留 意すべ きか につ いて整理 して

本書 の ま とめ とした い。

① 経営 者 は システム開 発 の 目的 を明確 に しなければ な らない。

② システ ムの合理化 は全社 的視 野 に たって組織 的に進 め なければ な らな い。

その ため に は合理 化 の 活動 を組織化 す る必要 が ある。

③ 経営 者 は コン ピュー タの本質 を理解 しなければ な らな い(細 部 の技術 論 は

不要 であ る)。

④ シス テム ・エ ンジニ ア を中心 とす る シス テムの合理化 の推進役 とな る要員

の教 育 を重 点 的に行 う必要 が あ る。

⑤ シス テムの合理化 を進 め るには 、 その効 果 を何 に よ って評価 す るか 、効 果

対 費用 を明確 に把握 して い るか に注意 しなければ な らない。

⑥ コン ピュー タの有効 活用 を計 るには 、 コン ピュー タ以前 の企 業 内の 問題 点

を まず 明確 に して おか なけ れば な らな い。

以 上 を要 約 すれ ば、 どんな経緯 が あ るにせ よシステ ムの合 理化 に最 も影 響 を

与 え るのは経営 者 自身の 時機 を得 た決 断 で あ り、その決 断 を誤 らない よ うにす

るため には 、経営者 自身が コン ピュー タの本質 を理 解す る とともに、補 佐 役 と

して良 い人材 を コンピュー タ部 門の長 にす るこ と、お よび 、知 恵袋 としての シ

ステム ・エ ンジニ アの養 成 を計 るこ とが 当面必要 な こ とで あろ う。
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